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一
、
序
言

本
論
は
、｢

室
町
時
代
鈔
本
論
語
集
解
の
研
究｣

(『

斯
道
文
庫
論
集』

第
四
十
輯
・
平
成
十
八
年
・
以
下
四
十
輯
拙
論
と
簡
称)

に
お

い
て
、
現
存
す
る

『

論
語
集
解』

古
鈔
本
の
類
型
化
を
試
み
た
分
類
の
う
ち
、
戊
類
と
己
類
に
つ
い
て
の
各
伝
本
の
価
値
と
意
義
を
検
討

す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
即
ち
、
四
十
輯
拙
論
の
総
論
第
二
章
第
二
節
に
述
べ
た

『

正
平
版
論
語』

の
影
響
を
蒙
る
古
鈔
本
の
考
察
で
あ

る
。
仔
細
に
調
査
す
る
と
、
戊
類
は
正
平
版
の
影
写
に
近
い
、
正
平
版
の
姿
を
如
実
に
伝
え
た
も
の
で
、
書
写
年
代
も
古
い
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
し
て
己
類
は
、
や
や
時
代
が
降
っ
て
様
々
な
テ
キ
ス
ト
背
景
を
受
容
し
た
も
の
で
、
主
と
し
て
書
式
上
か
ら
、
正
平
版
の
系
統
に

属
す
る
と
判
断
さ
れ
る
も
の
で
、
室
町
時
代
後
期
の
成
熟
し
た

『

論
語』

受
容
の
幅
広
さ
を
感
じ
さ
せ
る
伝
本
の
群
れ
で
あ
る
。
清
原
博

士
家
本
な
ど
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
訓
読
の
面
に
於
い
て
は
、
次
第
に
博
士
家
本
と
混
合
し
て
い
く
様
子
も
う
か
が
え
る
。

こ
う
し
た
写
本
の
書
写
者
や
受
容
者
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
く
れ
ば
な
お
興
味
深
い
が
、
不
明
な
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
の
も
、
逆
に
そ
の

時
代
の
テ
キ
ス
ト
成
立
を
物
語
る
事
実
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
伝
本
の
検
討
に
よ
っ
て
、
一
つ
に
は
、
正
平

版
の
占
め
る
位
置
の
大
き
さ
、
一
つ
に
は
古
写
本
成
立
の
系
統
性
の
存
在
、
を
観
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
わ
ば
、『

論
語』

受
容
、

写
本
の
文
化
史
を
解
く
鍵
と
な
る
中
世
必
須
の
歴
史
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
本
研
究
の
重
要
な
意
義
が
込
め

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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二
、
正
平
版

『

論
語』

の
流
伝

正
平
版

『

論
語』
が
、
正
平
十
九
年

(

一
三
六
四)

に
堺
で
出
版
さ
れ
た
日
本
で
初
め
て
の

『

論
語』

の
刊
本
で
あ
り
、
そ
の
初
刻
本

の
出
現
以
来
、
覆
刻
・
後
印
が
繰
り
返
さ
れ
、
覆
刻
双
跋
本
・
覆
刻
単
跋
本
・
無
跋
本
が
現
れ
、
明
応
八
年

(

一
四
九
九)

に
は
更
に
覆

刻
本
が
誕
生
し
た
と
い
う
、
正
に
一
世
を
風
靡
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
こ
と
は
四
十
輯
拙
論
・
序
論
第
一
章
に
既
述
し
た
。
更
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
開
板
・
刷
印
時
期
に
つ
い
て
の
大
ま
か
な
同
定
も
可
能
で
あ
る
こ
と
を
、
同
じ
章
の
な
か
で
論
述
し
た
。
そ
の
流
伝
を
、
中
世

期
全
般
の
古
鈔
本
成
立
の
流
れ
と
併
せ
比
べ
る
と
き
、
古
い
博
士
家
本
に
由
来
し
て
誕
生
し
た
で
あ
ろ
う
正
平
版
が

(

四
十
輯
拙
論
・
総

論
・
第
二
章
・
第
五
節

小
結
を
参
照)

、
密
室
か
ら
開
放
さ
れ
て
新
興
読
書
層
に
歓
迎
さ
れ
た

『

論
語』

講
読
の
立
役
者
と
な
っ
て
、

そ
れ
を
書
写
伝
鈔
し
て
ゆ
く
鈔
本
成
立
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
室
町
時
代

『

論
語』

受
容
の
大
き
な
側
面
で
あ
っ
た
こ
と

が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
中
世
期
当
時
の『
論
語』

書
写
伝
鈔
は
如
何
な
る
実
体
を
辿
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、

ま
た
、
逆
に
、
正
平
版

『

論
語』

の
存
在
意
義
を
顕
彰
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
ゆ
く
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
室
町
時
代
中
期
影
写
正
平
版

『

論
語』
の
伝
本
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四
十
輯
拙
論
に
述
べ
る
、
室
町
時
代
古
鈔
本

『

論
語
集
解』

の
所
謂
戊
類
に
属
す
る
一
群
の
書
写
伝
本
を
、
こ
こ
に
影
写
本

(

影
鈔
本

も
同
じ)

と
名
付
け
た
の
は
、
極
め
て
底
本
の
原
姿
に
近
い
写
本
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
厳
密
な
意
味
で
の
敷
き
写
し
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
、
そ
の
書
写
年
代
が
室
町
時
代
の
中
期
と
す
る
の
は
、
確
た
る
証
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
紙
質
や
字
様
・
墨

痕
か
ら
推
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
経
験
則
・
独
断
の
誹
り
も
免
れ
な
い
が
、
こ
の
類
に
属
す
る
幾
つ
か
の
伝
本
が
み
な
一
様
に
書

写
の
古
さ
を
物
語
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
り
、
一
本
、
斯
道
文
庫
蔵
の
応
永
三
十
三
年

(

一
四
二
六)

写
本
は
、
室
町
時
代
の
前
期
に

遡
る
成
立
で
、
こ
の
伝
本
に
類
す
る
も
の
も
、
そ
れ
相
応
に
古
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
想
像
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前

期
に
位
置
す
る
も
の
は
、
こ
れ
を
除
い
て
他
に
見
あ
た
ら
ず
、
お
お
よ
そ
、
文
明
年
間

(

一
四
六
九
〜
一
四
八
六)

か
ら
明
応
年
間

(

一

四
九
二
〜
一
五
〇
〇)

く
ら
い
を
中
心
と
し
た
時
代
を
遡
る
も
の
と
推
定
す
る
書
写
年
代
を
、
室
町
時
代

｢

中
期｣

と
定
め
た
の
で
あ
っ

て
、
天
文
年
間

(

一
五
三
二
〜
一
五
五
四)
を
中
心
と
し
た
前
後
・
乃
至
以
降
の
も
の
と
推
定
す
る
書
写
年
代
を

｢

後
期｣

と
し
て
、
区

別
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
類
の
室
町
後
期
書
写
に
係
る
影
写
本
も
、
室
町
中
期
に
行
わ
れ
た
影
写
本
の
同
一
線
上
に
連
な
る
も

の
で
あ
り
、
実
際
、
後
期
に
該
当
す
る
右
の
大
永
四
年
本
・
元
亀
二
年
本
な
ど
は
、
次
項
に
示
す
己
類
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
一
群
の
伝
本
を
殊
更
に

｢

室
町
時
代
中
期
影
写

『

正
平
版
論
語』

の
伝
本｣

と
称
し
た
の
で
あ
る
。
無
論
、
後
述
の
よ

う
に
、
そ
の
区
別
は
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
己
類
の
一
群
と
な
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
の
内
容
の
変
化
も
体
現
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
、

明
か
に
講
読
の
変
容
が
見
て
取
れ
る
、
学
術
史
が
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
実
情
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
正

平
版

『

論
語』

の
歓
迎
ぶ
り
は
こ
う
し
た
伝
本
に
よ
く
現
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
広
い
意
味
で
は
、
影
写
か
ら
校
勘
・
定
本
と
い
う
日
本

漢
学
受
容
の
現
象
的
形
態
を
如
実
に
体
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
甚
だ
興
味
深
い
伝
鈔
本
で
あ
る
と
見
て
取
れ
よ
う
。

さ
て
、
こ
の
類
に
属
す
る
影
写
本
は
、
正
平
版
の
版
式
と
同
じ
毎
半
葉
六
行
、
毎
行
十
三
字
と
な
し
、
字
様
の
雰
囲
気
を
も
正
平
版
に

― 134 ―



似
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
あ
る
意
味
で
は
一
見
し
て
そ
れ
と
わ
か
る
体
裁
な
の
で
あ
る
。
現
所
在
本
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

静
嘉
堂
文
庫
蔵

(1-42)

室
町
時
代
中
期
写

影
正
平
版
二
跋
本

清
銭
曽
・
黄
丕
烈
・
陸
心
源
旧
蔵

五
冊

斯
道
文
庫
蔵

(092ﾄ5)

巻
五
以
下
欠

応
永
三
十
三
年

(

一
四
二
六)

写

広
橋
家
旧
蔵

一
冊

斯
道
文
庫
蔵

(092ﾄ2)

室
町
時
代
中
期
写

青
蓮
王
府
旧
蔵

五
冊

都
立
中
央
図
書
館
蔵

(
青
淵42)

巻
九
・
十
欠

室
町
時
代
中
期
写

四
冊

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵

(ﾛ860

・12)

室
町
時
代
中
期
写

林
泰
輔
旧
蔵

五
冊

台
湾
故
宮
博
物
院
蔵

(

楊
氏
観
海
堂
本)

巻
七
・
八
欠

室
町
時
代
中
期
写

四
冊

東
洋
文
庫
蔵

(1c40)

巻
一
・
二
室
町
時
代
後
期
影
写

巻
三
〜
十
大
永
四
年

(

一
五
二
四)

写

木
村
正
辞
旧
蔵

三
冊

台
湾
故
宮
博
物
院
蔵

(

楊
氏
観
海
堂
本)
存
巻
一
・
二

室
町
時
代
後
期
写

森
立
之
旧
蔵

一
冊

台
湾
故
宮
博
物
院
蔵

(

楊
氏
観
海
堂
本)

元
亀
二
年

(

一
五
七
一)

藤
沢
一
寮
写

五
冊

国
会
図
書
館
蔵

(123

・83rk)

存
巻
一
〜
五

室
町
時
代
写

永
禄
一
年

(

一
五
五
八)

奥
書

亀
田
文
庫

一
冊

国
会
図
書
館
蔵

(

せ83)

室
町
時
代
後
期
写

寄
合
書

五
冊

こ
れ
を
系
図
に
表
す
と
、
次
に
よ
う
に
な
る
。
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そ
れ
ぞ
れ
奥
書
の
年
号
や
旧
蔵
者
の
名
前
を
と
っ
て
系
図
の
よ
う
に
略
称
す
る
が
、
斯
道
文
庫
所
蔵
の
二
本
、
応
永
三
十
三
年
本
・
青

蓮
院
本
に
つ
い
て
は
、｢

安
田
文
庫
蒐
集
古
鈔
本

『

論
語
集
解』
に
つ
い
て｣

(『

藝
文
研
究』

八
十
七
号
・
慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会
・

二
〇
〇
四
・
十
二

以
下
藝
文
拙
論
と
略
称)

に
解
説
し
、
ま
た
、
観
海
堂
本
の
三
種
に
つ
い
て
も
、｢

台
湾
故
宮
博
物
院
所
蔵

楊
守

敬
観
海
堂
旧
蔵

室
町
時
代
鈔
本

『

論
語
集
解』

に
つ
い
て｣

(『

斯
道
文
庫
論
集』

第
四
十
一
輯
・
平
成
十
九
・
二)

に
伝
本
解
題
を
掲

載
し
た
の
で
こ
こ
に
は
重
複
を
避
け
、
先
ず
は
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
陸
心
源
旧
蔵
の
写
本
か
ら
見
て
み
よ
う
。
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陸
心
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本

(

静
嘉)

応
永
三
十
三
年
本

(

斯
道)

青
蓮
院
本

(

斯
道)

青
淵
本

(

都
中
央)

林
泰
輔
本

(

筑
波)

観
海
堂
本

(

故
宮)

木
村
正
辞
本

(

東
洋)

観
海
堂
森
氏
本

(

故
宮)

観
海
堂
元
亀
二
年
本

(

故
宮)

亀
田
本

(

国
会)

国
会
寄
合
書
本

(

国
会)



静
嘉
堂
文
庫
蔵

(1-42)

室
町
時
代
中
期
写

影
正
平
版
二
跋
本

陸
心
源
旧
蔵

五
冊

本
書
は
、
正
平
版

『

論
語』

の
存
在
を
中
国
で
初
め
て
知
ら
し
め
た
影
鈔

(

写)

本
で
、
日
本
か
ら
、
朝
鮮
・
中
国

(

明
・
清)

を
経

て
再
び
日
本
に
戻
っ
て
き
た
、
文
化
交
流
を
示
す
こ
と
で
有
名
な
一
本
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
正
平
十
九
年
の
元
刊
記
を
も
忠
実
に
鈔
写
し

て
あ
っ
た
た
め
に
波
紋
を
投
げ
か
け
た
の
で
あ
り
、
後
述
の
筑
波
大
学
所
蔵
林
泰
輔
旧
蔵
本
と
と
も
に
写
本
の
底
本
を
は
っ
き
り
と
明
示

し
た
珍
し
い
古
鈔
本
で
あ
る
。

中
国
で
有
名
に
な
っ
た
、
こ
と
の
発
端
は
、
銭
曽

(

一
六
二
九
〜
一
七
〇
一)

の

『

読
書
敏
求
記』

に
著
録
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

(

前
略)

此
書
乃
遼
海
蕭
公
諱
応
宮
、
監
軍
朝
鮮
時
所
得
、
甲
午
初
夏
、
予
以
重
價
購
之
于
公
之
仍
孫
、
不
啻
獲
一
珍
珠
船
也
。
筆
画
奇

古
、
似
六
朝
初
唐
人
隷
書
碑
版
、
居
然
東
国
旧
鈔
。
行
間
所
注
字
、
中
華
罕
有
識
之
者
。
洵
為
書
庫
中
奇
本
。
巻
末
二
行
云
、
堺
浦
道
祐

居
士
重
新
命
工
鏤
梓
。
正
平
甲
辰
五
月
吉
日
謹
志
。
未
知
正
平
是
朝
鮮
何
時
年
号
、
俟
続
考
之
。(

後
略)

銭
氏
は
清
初
の
大
蔵
書
家
で
、
そ
の
述
古
堂
は
当
時
、
宋
元
版
を
中
心
と
す
る
善
本
を
最
も
多
く
収
蔵
し
て
い
た
。
銭
曽
は
清
順
治
十
一

年

(

一
六
五
四)

に
先
祖
と
交
流
の
深
か
っ
た
蕭
応
宮
の
子
孫
か
ら
、
此
の
本
を
手
に
入
れ
た
。
蕭
応
宮
が
明
の
監
軍
と
し
て
明
万
暦
二

十
五
年

(

慶
長
二
年
・
一
五
九
七)

に
朝
鮮
に
出
向
い
た
時
に
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。
文
禄
慶
長
の
頃

(

一
五
九
二
〜
一
六
一
四)

に
日

本
軍
に
よ
っ
て
朝
鮮
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
っ
て
、
蕭
氏
は
勿
論
、
銭
氏
も
こ
れ
を
朝
鮮
の
写
本

(

鈔
本)

で
あ
る
と

認
識
し
た
。
そ
も
そ
も
、
明
代
に
あ
っ
て
は
、
明
の
書
物
が
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
は
多
か
っ
た
が
、
日
本
か
ら
明
に
書
物
が
売
ら

れ
る
こ
と
は
稀
だ
っ
た
と
思
わ
れ
、
大
陸
で
日
本
の
漢
学
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
無
か
っ
た
か
ら
、
そ
れ
も
致
し
方
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
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た
。
た
だ
、
本
書
に
は
、
異
体
字
や
助
字
が
通
行
の
テ
キ
ス
ト
に
比
べ
甚
だ
多
く
、
宋
を
遡
っ
た
唐
に
近
い
姿
を
遺
し
て
い
る
と
し
て
重

宝
さ
れ
た
。
し
か
し
、
正
平
の
年
号
が
ど
う
し
て
も
朝
鮮
に
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
鈔
本
は
転
々
、
清
代
中
期
の
大
蔵
書
家
黄
丕
烈(

一
七
六
三
〜
一
八
二
五)

の
も
と
に
帰
し
た
。
黄
氏
は
、
清
代
中
期
、

宋
元
版
の
蒐
集
で
は
最
高
峰
で
、
銭
曽

『

読
書
敏
求
記』

所
載
の
も
の
を
全
て
蒐
集
す
る
と
豪
語
し
て
い
た
。
実
は
黄
氏
の
手
に
入
る
前

に
、
顧
安
道
、
顧
之
逵

(

小
読
書
堆)

と
い
う
蔵
書
家
の
も
と
を
経
て
い
た
。
皆
一
代
の
著
名
な
蔵
書
家
で
あ
る
。
既
に
、
顧
安
道
の
友

人
で
儒
者
の
陳
�(

一
七
五
三
〜
一
八
一
七)

は

『

論
語
古
訓』

を
著
す
際
に
、
顧
安
道
か
ら
本
書
を
借
用
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
嘉
慶

六
年(

一
八
〇
一)

、
北
京
で
陳
�
は
朝
鮮
の
使
者
朴
斉
家
と
知
り
合
い
、｢

正
平｣

の
年
号
が
日
本
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。

黄
丕
烈
も
陳
�
の
友
人
で
、
同
じ
く
嘉
慶
六
年
入
京
し
、
朴
斉
家
と
相
識
と
な
り
、
こ
れ
が
、
日
本
の
写
本
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。

そ
の
十
八
年
後
、
黄
氏
は
奇
し
く
も
本
書
を
入
手
し
、
跋
文
を
記
し
た
の
で
あ
る

(

静
嘉
堂
本
に
自
筆
で
認
め
て
あ
り
、
の
ち

『

士
礼
居

蔵
書
題
跋
記』

に
収
載
さ
れ
た)

。
黄
氏
は

｢
正
平｣

が
日
本
の
年
号
で
あ
る
こ
と
に
な
お
疑
念
を
抱
い
て
い
た
が
、
友
人
翁
広
平
に
尋

ね
た
と
こ
ろ
確
か
に
日
本
の
年
号
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
と
記
す
。
嘉
慶
二
十
四
年

(

一
八
一
九)

の
こ
と
で
あ
る
。

(

前
略)

余
向
於
京
師
遇
朝
鮮
使
臣
、
詢
以
此
書
并
／
述
行
間
所
注
字
。
答
以
此
乃
日
本
書
。
余
／
尚
未
信
之
。
頃
獲
交
翁
海
村
。
海
村

著
有
／『

吾
妻
鏡
補』

、
挙
正
平
年
号
問
之
。
海
村
／
云
、｢

其
年
号
正
平
実
係
日
本
年
号
並
非
／
日
本
国
王
之
号
、
是
其
出
吉
野
僭
竊
其

／
国
号
曰
南
朝
、
見

『

日
本
年
号
箋』

。｣

拠
此
、
則
／
書
出
日
本
転
入
朝
鮮
。
遵
王
但
就
其
／
得
書
之
所
、
故
誤
認
為
高
麗
鈔
本
耳
。
／

是
書
向
蔵
碧
鳳
坊
顧
氏
、
余
曾
見
之
、
／
後
帰
城
西
小
読
書
堆
、
今
復
散
出
。
因
／
亦
以
重
價
購
得
。
展
読
一
過
、
信
如
遵
王
所
云
、
筆

画
奇
古
似
六
朝
初
唐
人
／
隷
書
碑
版
、
不
啻
獲
一
珍
珠
船
也
。
／(

中
略)

己
卯
中
秋
五
日

復
翁
識

〈

黄
印
／
丕
烈
・
蕘
／
圃〉

二
顆
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印
記

[

文
頭
に
、
士
礼
居
印
一
顆]

ま
た
、
静
嘉
堂
本
の
末
に
は
、
翁
広
平

(

一
七
六
〇
〜
一
八
四
二)

が
黄
氏
に
答
え
た
自
筆
の
書
簡
と
翁
氏
令
写
の
跋
文
を
附
す
。
そ
の

跋
に
云
う
。

己
卯
初
夏
郡
城

黄
蕘
圃
先
生
出
示
旧
鈔
何
晏

『
論
語
集
解』

、
筆
画
奇
古
、
紙
色
亦
古
香
可
愛
。
此
書
平
／
曾
於
銭
遵
王

『

読
書
敏
求
記』

中
見
、
其
目

云
、
遼
海
蕭
道
公
監
軍
朝
鮮
時
所
得
、
／
予
以
重
價
購
得
、
行
間
所
注
字
、
中
華
罕
有
識
者
。
末
云

｢

正
平
甲
辰
五
月
吉
日｣

、
未
知
／

正
平
是
朝
鮮
何
時
年
号
。
平
以

『

高
麗
史』
『

海
東
諸
国
記』

考
之
、
倶
無
号
。
後
得
／
見

『

日
本
年
号
箋』

知
正
平
乃
日
本
割
拠
之
号

也
。
按
日
本
九
十
六
世
光
厳
天
／
皇
丙
子
延
元
元
年
、
有
割
拠
称
南
朝
者
於
出
吉
野
、
建
都
改
元
時
中
国
元
／
順
宗
至
元
二
年
、
歴
四
世

五
十
五
年
而
終
。
正
平
是
其
第
二
世
自
称
後
村
上
院
／
天
皇
、
甲
辰
是
正
平
十
九
年
、
当
日
本
九
十
九
世
後
光
厳
天
皇
貞
治
三
年
／
中
国

元
順
宗
至
正
二
十
四
年
也
。
夫
海
外
之
書
、
槧
本
写
本
所
見
亦
有
数
種
、
雖
／
格
式
各
国
不
同
、
若
行
間
有
注
字
則
唯
日
本
所
独
也
。
朱

竹
�
吾
妻
鏡
／
所
謂
点
倭
訓
於
傍
訳
之
不
易
是
也
。
是
則
此
書
断
為
日
本
所
写
無
疑
、
／
不
僅
紀
年
之
符
号
也
。
平
曾
有
日
本
著
書
目
、

然
所
見
不
得
十
一
。
近
日
宋
／
槧
及
宋
元
旧
写
本
日
少
。
一
日
此
書
実
繋
旧
写
、
況
又
来
自
海
外
、
正
／
遵
王
所
云
書
庫
中
奇
本
而
平
亦

得
共
賞
其
奇
、
幸
甚
幸
甚
。

鶯
�
漁
翁

翁
広
平
識

〈

広
／
平
・
海
／
邨
・
海
�
／
餘
事〉

三
顆
印
記

ま
た
、
翁
氏
が
黄
氏
に
あ
て
た
書
簡
に
も
同
様
に
記
さ
れ
る
。
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接
読

手
翁
実
□

閲
注
今
晨
造

前
写
已
見
此
書
、
真
有
昭
福
也
。
／
其
年
号
正
平
実
係
日
本
年
号
並
非
日
本
国
王
之
号
、
是
其
出
吉
野
僭
／

窃
其
国
号
曰
南
朝

大
約
在
明
初

見

『

日
本
年
号
箋』

。
平
於

『

敏
求
記』

上
、
已
経
注
明
、
見
在
／
不
携
在
館
中
。
又
拙
著

『

吾
妻

鏡
補』

中
亦
載
之
。
三
日
前
有
拙
政
園
居
住
沈
朗
亭
先
生
借
去
。
俟
還
来
、
再
□
□
也
。
書
此
代
面
順
請

蕘
圃
先
生
晨
安

翁
弟

□
広
平
頓
首

こ
う
し
て
、
本
書
は
日
本
の
正
平
版

『

論
語』

の
転
写
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
中
国
で
も

｢

高
麗
本｣

の
通
称
を
以
て
、

高
い
評
価
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
の
流
伝
は
、
日
本
か
ら
朝
鮮
を
経
て
明
・
清
に
貴
ば
れ
、
再
び
日
本
に
帰
っ

て
来
た
、
日
本
・
朝
鮮
・
明
・
清
の
学
術
文
化
交
流
の
顕
著
な
例
と
し
て
も
大
き
な
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
キ
ー

マ
ン
で
あ
る
朴
斉
家
の
事
跡
を
始
め
と
し
て
、
こ
の
一
連
の
物
語
を
鮮
明
に
し
た
の
は
、『

日
鮮
清
の
文
化
交
流』

(

昭
和
二
十
二
年
・
中

文
館
書
店)

を
著
し
た
藤
塚
鄰

(

ち
か
し)

博
士
で
あ
っ
た
。

中
国
の
装
訂
に
改
装
さ
れ
、
清
代
の
白
色
艶
出
金
砂
散
表
紙
。
二
十
五
・
五
×
十
七
・
五
㎝
。
四
針
眼
訂
で
康
煕
綴
じ
。
全
冊
に
襯
紙

を
添
え
、
美
し
い
唐
本
に
仕
立
て
上
げ
て
い
る
。
二
巻
を
以
て
一
冊
に
配
し
、
五
冊
と
す
る
。
何
晏
の
序
を
冠
し
、

論
語
序

叙
曰
漢
中
塁
校
尉
劉
向
言
魯
論
語
／
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と
始
ま
り
、
次
い
で
改
頁
し
て
、

論
語
学
而
第
一

何
晏
集
解

凡
十
六
章

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎

馬
融
曰
子

(

馬
融
以
下
は
小
字
双
行)

と
巻
頭
題
が
あ
り
、
正
平
版
に
同
じ
形
式
を
受
け
継
ぐ
。

書
式
は
無
辺
無
界
で
、
毎
半
葉
六
行
、
毎
行
十
三
字
で
ま
ま
十
四
字
。
字
面
高
さ
は
約
二
十
一
㎝
、
字
幅
は
二
㎝
。
丁
付
は
附
さ
な
い
。

料
紙
は
楮
紙
。
本
文
は
全
巻
一
筆
で
、
本
文
と
同
時
・
同
筆
と
思
わ
れ
る
訓
点

(

返
り
点
・
送
り
が
な
・
縦
点
・
附
訓
・
声
点
・
朱
点)

が
附
さ
れ
、
後
筆
の
附
訓
・
校
字
も
少
々
あ
る
。
墨
痕
は
や
や
う
す
い
が
古
樸
な
感
じ
が
す
る
。
青
蓮
院
本
を
は
じ
め
と
し
て
、
以
下
に

述
べ
る
青
淵
本
・
林
本
・
木
村
本
、
皆
同
様
の
墨
痕
字
様
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

尾
題
は
、
論
語
巻
第
一
な
ど
と
し
、
下
に
｢

経
一
千
四
百
七
十
字
／
注
一
千
五
百
一
十
三
字｣

な
ど
と
経
注
字
数
を
加
え
る
。
巻
十
の

巻
末
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。『
論
語』

本
文
の
最
終
行
に
続
け
て
、

不
知
言
無
以
知
人
也

馬
融
曰
聴
言
／
則
別
其
是
非
／(
馬
融
以
下
は
小
字
双
行)

也

(

小
字)

堺
浦
道
祐
居
士
重
新
命
工
鏤
梓

正
平
甲
辰
五
月
吉
日
謹
誌

(

甲
辰
は
小
字
双
行)

経
一
千
二
百
二
十
三
字

注
一
千
一
百
七
十
五
字

論
語
巻
第
十

学
古
神
徳
揩
法
日
下
逸
人
貫
書

(

人
貫
の
二
字
は
破
損)
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従
っ
て
、
正
平
版
の
双
跋
本
そ
の
も
の
の
刊
記
で
あ
り
、
双
跋
本
に
拠
っ
て
影
写
し
た
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
但
し
、
後
述
補
説
の
如
く
、

字
句
の
異
同
か
ら
、
双
跋
本
も
初
刻
で
は
な
く
、
覆
刻
本
乃
ち
双
跋
諭
語
本
に
基
づ
い
た
影
写
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
書
誌
事
項
か
ら
考
察
し
て
、
書
写
年
代
は
室
町
時
代
の
お
そ
く
と
も
中
期
を
降
ら
な
い
、
前
期
と
い
う
も
可

な
ら
ん
か
と
い
う
べ
き
、
応
永
か
ら
寛
正
時
代

(

一
三
九
四
〜
一
四
六
五)

く
ら
い
ま
で
の
十
五
世
紀
前
半
を
範
囲
と
す
る
時
代
に
当
て

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

蔵
印
に
、｢

虞
山
銭
曽
／
遵
王
蔵
書｣

｢
士
礼
居｣
｢

黄
印
／
丕
烈｣

｢

蕘
／
圃｣

｢

士
礼
／
居
蔵｣

(

陰
刻)

｢

帰
安
陸
／
樹
声
叔
／
桐
父
印｣

(

陰
刻)

｢

帰
安
陸
／
樹
声
所
／
見
金
石
／
書
画
記｣

(

陰
刻)

を
捺
す
。

都
立
中
央
図
書
館
蔵

(

青
淵42)

巻
九
・
十
欠

室
町
時
代
中
期
写

四
冊

縹
色
の
古
表
紙

(

二
十
七
・
五
×
二
十
・
七
㎝)

を
添
え
る
。
こ
れ
は
青
蓮
院
本
の
表
紙
に
よ
く
似
て
い
る
。
第
一
・
三
・
四
冊
に
古

い
題
簽
が
あ
り
、｢

論
語
巻
之
一
・
三
・
四｣

と
墨
書
す
る
。
首
に
魏
何
晏
の

｢

論
語
序｣

を
冠
す
。

論
語
序

叙
曰
漢
中
塁
校
尉
劉
向
言
魯
論
語

…
…

巻
頭
は
正
平
版
と
同
様
に
次
の
様
に
題
す
。
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論
語
学
而
第
一

何
晏
集
解

凡
十
六
章

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎

馬
融
曰
子

(

馬
融
以
下
は
小
字
双
行)

書
式
は
単
辺
有
界
で
、
毎
半
葉
六
行
、
毎
行
十
三
字
で
匡
郭
内
は
二
十
一
・
五
×
十
七
・
七
㎝
、
界
幅
は
三
㎝
。
料
紙
は
や
や
茶
色
を
帯

び
た
楮
紙
。
墨
痕
は
淡
く
、
さ
ほ
ど
古
く
は
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
筆
致
に
は
力
が
あ
り
、
全
巻
一
筆
で
書
写
年
代
は
け
し
て
室
町
時
代
後

期
に
降
る
も
の
で
な
く
、
明
応
か
ら
永
正

(

一
四
九
二
〜
一
五
二
〇)

頃
の
も
の
と
推
定
す
る
。
ま
た
、
本
書
は
学
而
篇
の
注

｢

抑
人
君

自
願
與
為
治
邪｣

に
作
る
の
を
、
正
平
版
の
単
跋
本
が

｢

邪｣

を

｢

也｣

に
作
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
或
い
は
、
本
書
は
双
跋
本

(｢

邪｣

に
作
る)

に
基
づ
い
た
影
写
か
と
も
想
像
さ
れ
、
更
に
、
同
じ
本
書
の
学
而
篇
の
注

｢

三
百
一
十
六
里
有
畸｣

を
初
刻
双
跋
本
は

｢

奇｣

に
作
り
、
覆
刻
双
跋
本
が

｢

畸｣
に
作
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
推
測
を
詰
め
る
と
本
書
は
覆
刻
双
跋
本
に
基
づ
い
た
影
写
と
考
え
ら
れ
、

覆
刻
双
跋
本
の
刊
刻
が
寛
正
五
年

(

一
四
六
四)

以
前
で
あ
る
こ
と
は
、
四
十
輯
拙
論
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
か
れ
こ
れ
、
本
書
の

書
写
年
代
を
室
町
の
中
期
に
当
て
る
こ
と
は
故
な
し
と
し
な
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
事
実
は
、
東
洋
文
庫
所
蔵

(1c40)

巻
一
・
二
の
伝

本
、
並
び
に
故
宮
所
蔵
元
亀
二
年
本
に
共
通
す
る
も
の
で
、
そ
れ
ら
の
底
本
の
一
致
を
思
わ
せ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
青
蓮
院
本
以
下
、

そ
の
他
の
伝
本
は

｢

畸｣

に
作
り
、
初
刻
双
跋
本
を
祖
本
と
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

本
書
へ
の
書
き
入
れ
は
、
墨
に
濃
淡
二
種
あ
り
本
文
と
同
時
期
、
朱
も
恐
ら
く
同
時
期
で
あ
ろ
う
。
墨
の
送
り
が
な
・
附
訓
・
声
点
を

加
え
、
朱
の
返
り
点
・
縦
点
・
ヲ
コ
ト
点
を
加
え
る
。
ま
た
、
短
い
義
注
を
加
え
る
が
こ
れ
は
本
文
と
は
別
筆
で
あ
る
。

尾
題
は

｢

論
語
巻
第
一

経
一
千
四
百
七
十
字
／
註
一
千
五
百
一
十
三
字｣

な
ど
と
経
注
字
数
を
附
す

(

た
だ
し
巻
二
・
三
に
は
字
数

が
な
い)

。

渋
沢
栄
一

(

一
八
四
〇
〜
一
八
三
一)

の
旧
蔵
で
、｢

青
淵
／
論
語
／
文
庫｣
印
を
捺
す
。
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筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵

(ﾛ860

・12)

室
町
時
代
中
期
写

林
泰
輔
旧
蔵

五
冊

縹
色
の
表
紙
は
原
装
。
こ
れ
に
裏
打
ち
を
施
す
。
二
十
八
×
二
十
一
・
六
㎝
。
ま
た
、
原
題
簽
に

｢

魯
論

一

二

(

九
十)｣

と
書

写
し
、
第
一
、
五
冊

(

巻
九
・
十)

に
貼
る
。
こ
の
題
簽
の
字
様
は
足
利
学
校
の
九
華

(

第
七
代
庠
主
・
天
文
年
間
に
活
躍)

に
よ
く
似

て
い
る
。
魏
何
晏
の
序
を
冠
す
。

論
語
序

叙
曰
漢
中
塁
校
尉
劉
向
言
魯
論
語
二
十
／

…
…

そ
し
て
序
の
終
わ
り
か
ら
改
頁
せ
ず
に
、
本
文
巻
頭
が
次
の
様
に
始
ま
る
。
従
っ
て
、
正
平
版
の
版
面
と
は
配
行
が
一
致
し
な
い
。

論
語
学
而
第
一

何
晏
集
解

凡
十
六
章

(
凡
以
下
は
小
字
双
行)

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎

馬
融
曰
子

(

馬
融
以
下
は
小
字
双
行)

書
式
は
、
単
辺
有
界
六
行
十
三
字
小
字
双
行
、
匡
郭
は
二
十
・
二
×
十
五
・
五
㎝
、
界
の
幅
は
二
・
六
㎝
。
柱
に
丁
付
け
あ
り
、｢

一
ノ

一｣

な
ど
と

(

後
人
の
手
で
、
外
題
と
同
筆)

。
後
の
所
蔵
者
が
こ
の
匡
郭
の
外
側
を
切
り
落
と
し
、
新
た
な
台
紙

(

楮
紙)

に
貼
り
付

け
、
読
み
や
す
く
改
装
し
て
い
る
。
第
一
・
二
冊
の
台
紙
は
近
代
の
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
三
冊
の
台
紙
は
江
戸
期
に
遡
る
。
古
い
蔵
印

も
こ
の
江
戸
期
の
台
紙
に
捺
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
全
巻
一
筆
で
、
墨
痕
も
濃
厚
で
古
く
朱
も
古
い
。
本
文
へ
の
書
き
入
れ
は
、
本
文
同

筆
と
思
し
き
朱
引
き
・
朱
点
が
あ
り
、
ま
た
、
墨
の
返
り
点
・
送
り
が
な
・
縦
点
・
附
訓
・
声
点
を
加
え
る
。
さ
ら
に
薄
墨
の
別
筆
に
よ

る
附
訓
も
あ
る
。
紙
質
は
厚
手
の
や
や
明
る
い
薄
茶
色
で
、
書
写
年
代
は
、
室
町
中
期
と
し
て
お
く
が
、
応
永
・
永
享

(

一
三
九
四
〜
一
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四
四
〇)

こ
ろ
の
所
謂
室
町
前
期
に
遡
る
可
能
性
も
な
し
と
し
な
い
。
字
様
は
精
細
で
伸
び
の
あ
る
筆
蹟
で
あ
る
。
必
ず
し
も
正
平
版
の

字
様
に
似
せ
て
は
い
な
い
。

尾
題
は

｢
論
語
巻
第
一

経
一
千
四
百
七
十
字
／
註
一
千
五
百
一
十
三
字｣

な
ど
と
経
注
字
数
を
附
す
。
巻
十
巻
末
に
、
正
平
版
単
跋

本
の
刊
記
を
影
写
す
る
。

堺
浦
道
祐
居
士
重
新
命
工
鏤
梓

正
平
甲
辰
五
月
吉
日
謹
誌

(

甲
辰
は
小
字
双
行)

と
こ
ろ
で
、
補
説
に
後
述
す
る
が
、
正
平
版
三
版
の
字
句
異
同
か
ら
比
す
る
に
、
本
書
は
初
刻
双
跋
本
と
字
句
が
一
致
し
、
単
跋
本
と

は
一
致
し
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
恐
ら
く
双
跋
本
の
も
う
一
つ
の
跋

｢

学
古
神
徳
揩
法
日
下
逸
人
貫
書｣

が
何
ら
か
の
理
由
で
書
写
さ
れ

な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
跋
文
の
み
を
も
っ
て
単
跋
本
に
拠
っ
て
い
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

蔵
印
に

｢

円
融
蔵｣
｢

盛
胤
／
之
印｣

(

梶
井
宮
盛
胤
法
親
王
、
一
六
五
一
〜
一
六
八
〇)

、
ま
た
、『

論
語
年
譜』

を
著
し
た
林
泰
輔
博

士
の｢

林
文
庫｣
｢

北
総
林
氏
蔵｣

｢

浩
卿｣

を
捺
す
。
本
書
は
博
士
の
男
直
敬
に
よ
り
、
大
正
十
一
年
東
京
高
等
師
範
学
校
に
寄
贈
さ
れ
、

筑
波
大
学
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

東
洋
文
庫
蔵

(1c40)

巻
一
・
二
室
町
時
代
後
期
影
写

巻
三
〜
十
大
永
四
年
写

三
冊

こ
の
伝
本
は
、
日
本
の
校
勘
学
を
代
表
す
る
山
井
鼎『

七
経
孟
子
考
文』

に
続
く
斯
学
の
名
著
、
吉
田
篁
�(

一
七
四
五
〜
一
七
九
八)
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『
論
語
集
解
考
異』

(

寛
政
三
年
＝
一
七
九
一
刊)

の
な
か
に
引
用
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
、
考
証
学
者
藤
原
貞
幹(

一
七
三
二
〜
一
七
九
七)

所
蔵
の
大
永
四
年
鈔
本
と
し
て
、
正
平
版
に
近
い
テ
キ
ス
ト
と
評
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
は
、
巻
一
・
二
と
そ
れ
以
外
と
で
は
別

種
の
写
本
で
あ
り
、
第
一
冊
の
巻
一
・
二
が
正
平
版
の
影
鈔
本
で
あ
る
の
に
対
し
て
巻
三
以
降
は
正
平
版
系
鈔
本
の
流
れ
に
あ
る
己
類
に

属
す
る
テ
キ
ス
ト
な
の
で
あ
る
。

表
紙
は
三
冊
共
に
後
補
の
黒
色
で
縦
二
十
五
・
九
㎝
、
横
は
第
一
冊
が
十
八
・
八
㎝
、
二
・
三
冊
が
十
七
・
七
㎝
。
首
に
何
晏
の
序
を

冠
し
、

論
語
序

叙
曰
漢
中
塁
校
尉
劉
向
言
魯
論
語

…
…

と
始
ま
り
、
巻
頭
は

論
語
学
而
第
一

何
晏
集
解

凡
十
六
章

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎

馬
融
曰
子

(

馬
融
以
下
は
小
字
双
行)

と
題
し
、
巻
五
以
下
は
、

論
語
公
冶
長
第
五

何
晏
集
解

凡
二
九
章

(

凡
以
下
は
小
字
双
行)

子
謂
公
冶
長
可
妻
也
雖
在
縲
絏
之
中

な
ど
と
題
し
、
章
数
が
双
行
に
な
っ
て
い
る
。

書
式
は
い
ず
れ
も
無
辺
無
界
で
、
毎
半
葉
六
行
、
毎
行
十
三
字
で
字
面
の
高
さ
が
二
十
一
㎝
。
巻
三
以
下
は
毎
行
十
四
字
で
字
面
高
さ
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二
十
三
㎝
。
二
種
の
写
本
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
一
筆
で
あ
る
。
尾
題
は

｢

論
語
巻
第
一

経
一
千
四
百
七
十
字
／
註
一
千
五
百
一
十
三
字｣

な
ど
と
経
注
字
数
を
附
す
。
こ
の
形
式
は
二
種
の
写
本
と
も
に
同
じ
で
あ
る
。

書
き
入
れ
は
、
第
一
冊
に
、
藍
色
に
よ
る
訓
点

(

返
り
点
・
送
り
が
な
・
縦
点
・
附
訓
・
声
点
・
ヲ
コ
ト
点
・
音
注)

が
附
さ
れ
、
建

武
本

(

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
・
建
武
四
年
鈔
本)

と
の
考
異
も
記
す
。
巻
五
以
下
に
も
墨
の
返
り
点
・
送
り
が
な
・
縦
点
・
附
訓
が
あ
る

が
、
本
文
同
筆
と
そ
れ
よ
り
も
時
代
の
降
る
も
の
と
が
あ
り
、
ま
た
、
時
代
が
や
や
そ
れ
よ
り
も
降
る
朱
筆
の
同
様
の
訓
点
も
施
さ
れ
て

い
る
。
料
紙
は
楮
紙
。
二
種
の
写
本
と
も
に
字
様
は
相
似
、
堅
く
力
強
い
。
室
町
時
代
中
期
の
面
影
を
充
分
に
感
じ
さ
せ
る
古
さ
を
持
つ
。

巻
三
以
降
の
写
本
の
末
尾
に
、

于
時

(

異
体
字)

大
永
四
朞
甲
申
臘
月
中
澣

と
本
文
同
筆
の
奥
書
が
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
大
永
四
年

(

一
五
二
四)

の
鈔
本
と
世
に
称
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
巻
一
・
二
の
書

写
年
代
も
大
永
と
ほ
ぼ
大
差
な
い
と
感
じ
ら
れ
る
が
、
正
平
版
の
単
跋
本
か
あ
る
い
は
双
跋
覆
刻
本
に
基
づ
い
た
鈔
本
と
目
さ
れ
る
。

｢

左
京
藤
原
／
貞
幹
蔵
書｣

、｢

木
正
／
辞
／
章｣

(
陰
刻)

(

木
村
正
辞)

、｢

江
戸
四
日
市
／
古
今
珍
書
�
／
達
摩
屋
五
一｣

(

岩
本
五
一)

、

｢

雲
邨
文
庫｣

(

和
田
維
四
郎)

印
記
あ
り
。

末
尾
に
木
村
正
辞
の
識
語
が
二
条
あ
る
。

｢

大
永
鈔
本
何
晏
集
解
論
語
三
策
、
獲
之
於
四
日
市
書
肆
。
／
蓋
京
師
藤
原
貞
幹
之
旧
物
也
。
幹
氏
没
後
流
伝
于
武
陽
、
而
卒
帰
狩
卿

雲
之
架
中
、
見
経
籍
訪
古
志
。
幹
雲
二
家
当
時
／
名
声
籍
甚
、
而
以
此
書
為
珍
蔵
。
又
吉
漢
宦
、
市
光
彦
倶
足
好
古
之
士
、
以
博
学

聞
。
其
所
著
論
語
攷
異
、
正
平
本
論
語
／
札
記
並
引
此
書
、
以
為
六
朝
之
伝
本
也
。
先
哲
之
貴
重
既
如
是
。
豈
可
不
宝
而
貴
哉
／
文

久
二
年
十
二
月
二
十
六
日

欟
斎
正
辞
識｣
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｢
吉
田
漢
宦
論
語
攷
異
提
要
云
、
大
永
本
者
左
京
藤
貞
幹
／
家
蔵
、
係
大
永
鈔
本
。
／
経
籍
訪
古
志
云
論
語
集
解
十
巻
、
大
永
甲
申
鈔

本
、
求
古
楼
蔵
、
巻
首

(

末
と
朱
で
訂
正)

有
大
永
甲
申
記
、
此
本
合
訂
為
三
冊
、
上
一
／
冊
缺
、
以
別
本
補
之
。
吉
漢
宦
考
異
称

為
大
永
本
是
也
。
原
係
／
藤
貞
幹
旧
物
。
毎
冊
有
左
京
藤
原
貞
幹
蔵
書
之
／
印
、
貞
幹
没
後
帰
求
古
楼
。

正
辞
曰
、
巻
首
宜
作
巻
末
。
此
本
近
日

(

今)

帰
余
挿
架
、
其
／
上
冊
毎
半
葉
六
行
行
十
三
字
注
双
行
、
序
及
学
而
篇
以
建
武
本

記
異
同
。
蓋
係
後
人
之
讎
校
、
吉
漢
宦
曰
、
嘗
聞
西
京
有
建
武
中
写
本
、
求
而
未
得
者
、
其
／
中
下
両
冊
毎
半
葉
六
行
行
十
四
字
、

按
市
野
光
彦
／
正
平
本
札
記
亦
引
此
本
。

正
平
本
札
記
云
、
大
永
鈔
本
巻
末
記
云
于
時

(

異
体
字)

大
永
四
朞
臘
月
中
澣
攷
異
所
引

癸
亥
正
月
十
三
日

欟
斎
正
辞
識｣

国
会
図
書
館
蔵

(123

・83rk)

存
巻
一
〜
五

室
町
時
代
写

永
禄
一
年

(

一
五
五
八)

奥
書

亀
田
文
庫

一
冊

後
補
濃
紺
艶
出
し
表
紙

(

二
十
四
×
十
八
・
四
㎝)
に
新
補
の
題
簽

｢

永
禄
鈔
本
論
語
集
解｣

を
貼
付
す
る
。
内
に
本
文
共
紙
の
原
表

紙
を
存
す
。
首
に
何
晏
の
序
を
冠
し
、

論
語
序

叙
曰
漢
中
塁
校
尉
劉
向
言
魯
論
語
／

と
始
ま
り
、
本
文
巻
頭
は
、

論
語
学
而
第
一

何
晏
集
解

凡
十
六
章
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子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎

馬
融
曰
子

(

馬
融
以
下
は
小
字
双
行)

と
題
す
る
。
書
式
は
無
辺
無
界
で
、
毎
半
葉
六
行
、
毎
行
十
三
字
で
字
面
の
高
さ
は
約
二
十
㎝
。
尾
題
は
、｢

論
語
巻
第
一｣

な
ど
と
記

し
、
下
に

｢
経
一
千
四
百
七
十
字
／
註
一
千
五
百
一
十
三
字｣

の
よ
う
に
経
注
字
数
を
置
く
。
巻
五
の
尾
題
後
に
、
本
文
同
筆
の
奥
書
を

書
し
、

永
禄
元
年

戊
午

閏
六
月
二
十
七
日

と
あ
る
。
永
禄
は
、
天
文
を
過
ぎ
て
室
町
時
代
末
期
の
天
正
を
や
や
遡
る
頃
で
、
寺
院
系
の
テ
キ
ス
ト
も
清
原
博
士
家
と
の
交
流
深
き
様

相
を
呈
し
て
き
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
も
こ
う
し
た
正
平
版
系
の
テ
キ
ス
ト
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
は
、
室
町
中
期
の
テ
キ
ス
ト

が
中
世
を
通
じ
て
根
強
く

『

論
語
集
解』

の
受
容
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
、
中
世

『

論
語』

古
写
本
の
幅
広
さ
を
感
じ

さ
せ
る
。

本
文
と
同
筆
と
思
わ
れ
る
訓
点

(

返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・
附
訓)

の
書
き
入
れ
が
付
さ
れ
、
お
お
よ
そ
清
家
点
の
訓
法
に
拠
っ
て
い

る
。
朱
点
も
見
え
る
。
紙
質
は
薄
手
で
、
墨
痕
は
に
じ
み
が
見
え
、
や
や
新
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
異
体
字
が
多
く
、
正
平
版
の
そ
れ
に

よ
く
似
て
い
る
。
正
平
版
の
覆
刻
双
跋
本
に
も
と
づ
い
た
も
の
と
、
字
句
の
異
同
か
ら
勘
案
さ
れ
る
。
旧
蔵
者
の
亀
田
次
郎

(

一
八
七
六

〜
一
九
四
四)

は
国
語
学
者
。

国
会
図
書
館
蔵

(

せ83)

室
町
時
代
後
期
写

寄
合
書

五
冊

新
補
の
茶
表
紙

(

二
十
七
×
二
十
㎝)

に
内
扉
が
あ
り
、
こ
れ
も
後
補
の
も
の
で
あ
る
。
裏
打
ち
を
施
す
丁
も
あ
る
の
で
、
一
見
し
て

新
し
く
見
え
る
が
、
仔
細
に
観
察
す
る
と
以
外
に
書
写
年
代
は
遡
る
か
も
知
れ
な
い
。
寄
合
書
で
、
五
人
の
手
に
な
る
。
し
か
し
、
料
紙
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は
同
一
の
よ
う
で
、
同
時
の
寄
合
と
見
ら
れ
る
。
共
に
毎
半
葉
六
行
、
毎
行
十
三
字
で
巻
頭
題
や
、
異
体
字
の
特
徴
、
字
句
の
異
同
か
ら
、

正
平
版
に
拠
っ
た
転
写
本
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
や
や
乱
雑
そ
う
な
印
象
を
受
け
る
写
本
で
は
あ
る
が
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、

書
写
の
形
態
・
訓
読
ヲ
コ
ト
点
な
ど
の
要
素
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
一
本
で
あ
る
。

何
晏
の
序
、
続
く
巻
頭
は
次
の
よ
う
に
題
す
る
。

論
語
序

叙
曰
漢
中
塁
校
尉
劉
向
言
魯
論
語
／

論
語
学
而
第
一

何
晏
集
解

凡
十
六
章

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎

馬
融
曰
子
(

馬
融
以
下
は
小
字
双
行)

五
手
の
書
式
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

Ａ
、
学
而
第
一
・
為
政
第
二
・
子
罕
第
九
・
郷
党
第
十
・
先
進
第
十
一
・
顏
淵
第
十
二
、
無
辺
無
界
で
字
面
高
さ
約
二
十
三
㎝
。

Ｂ
、
八
�
第
三
・
里
仁
第
四
・
公
冶
長
第
五
・
雍
也
第
六
、
単
辺
無
界
で
辺
の
高
さ
は
約
二
十
一
㎝
。

Ｃ
、
述
而
第
七
・
泰
伯
第
八
・
陽
貨
第
十
七
・
微
子
第
十
八
、
無
辺
無
界
で
字
面
の
高
さ
約
二
十
一
㎝
。

Ｄ
、
子
路
第
十
三
・
憲
問
第
十
四
・
衞
靈
公
第
十
五
・
季
氏
第
十
六
、
単
辺
有
界
で
、
郭
内
は
二
十
三
・
六
×
十
七
・
七
㎝
、
界
の
幅
は

三
㎝
。

Ｅ
、
子
張
第
十
九
・
堯
曰
第
二
十
、
無
辺
無
界
で
字
面
の
高
さ
は
約
二
十
一
㎝
。

尾
題
は
、｢

論
語
為
政
之
終｣

｢

論
語
堯
曰
第
十｣

な
ど
と
記
し
、
下
に
双
行
で
経
注
字
数
を
添
え
る
。
墨
痕
は
や
や
染
み
る
箇
所
が
目
立
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つ
が
、
字
様
に
は
拠
る
べ
き
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
書
き
入
れ
は
、
本
文
同
筆
の
墨
に
よ
る
訓
点

(

返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・
附
訓
・
声

点)
を
加
え
、
後
筆
に
よ
る
音
注
も
見
え
る
。
ま
た
、
朱
に
よ
る
校
訂
・
ヲ
コ
ト
点
は
本
文
の
手
よ
り
や
や
降
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
後

述
の
よ
う
に
正
平
版
初
刻
本
に
よ
る
校
字
が
見
え
る
の
は
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。
ヲ
コ
ト
点
は
明
経
点
で
、
全
巻
に
詳
細
に
付
点
す
る
。

全
体
と
し
て
、
書
写
年
代
は
永
禄
よ
り
古
く
、
大
永
か
ら
天
文

(

十
六
世
紀
前
半)

の
広
い
範
囲
を
想
定
す
る
べ
き
か
と
考
え
ら
れ
る
。

各
冊
の
首
に

｢
龍
／
雲｣

の
印
を
捺
し
、
大
正
二
年

(

一
九
一
三)

に
国
会
図
書
館
が
購
入
、｢

帝
国
／
図
書
／
館
蔵｣

印
を
捺
す
。

(

補
説)

影
写
本
の
底
本
と
正
平
版
の
版
種

前
述
の
如
く
、
正
平
版
論
語
に
は
四
種
類
の
版
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
正
平
十
九
年

(

一
三
六
四)

初
刻
本

(

双
跋
本)

、
覆
刻
双
跋

本

(

双
跋
諭
語
本
―
巻
十
の
尾
題
を

｢

諭｣

に
誤
刻
す
る
も
の)

、
単
跋
本
、
無
跋
本

(

単
跋
本
と
同
版
に
し
て
そ
の
跋
の
み
を
削
去
し

た
も
の)

と
称
さ
れ
る
。
他
に
、
明
応
八
年

(

一
四
九
九)
大
内
家
の
杉
武
道
が
覆
刻
し
た
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
由
来
は
本
論
集
四

十
輯
拙
論
に
詳
述
し
た
が
、
概
ね
、
覆
刻
双
跋
本
は
応
永
年
間
頃

(

一
三
九
四
〜
一
四
二
七)

、
単
跋
本
は
応
仁
文
明
年
間
頃

(

一
四
六

七
〜
一
四
八
六)

に
開
板
、
無
跋
本
は
天
文
年
間
頃

(

一
五
三
二
〜
一
五
五
四)

の
増
刷
に
係
る
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
。
従
っ
て
、
古

鈔
本
も
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
の
版
種
に
依
っ
て
影
写
さ
れ
た
わ
け
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
源
委
を
推
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
、

書
写
年
代
と
の
関
連
を
模
索
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
古
鈔
本
の
成
立
は
複
雑
な
校
勘
の
経
緯
を
持
つ
の
が
通
例

で
あ
る
か
ら
、
字
句
の
異
同
の
み
を
以
て
底
本
を
同
定
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
推
定
に
よ
る
附
論
に
属
す
る
も
の
で
あ
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る
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
く
。
そ
こ
で
、
本
文
上
、
三
種
類
の
版
木
が
お
こ
さ
れ
た
正
平
版
の
そ
れ
ぞ
れ
の
異
同
は
と
い
え
ば
、
覆
刻
の

関
係
で
あ
る
か
ら
、
違
い
を
捜
す
の
が
困
難
で
あ
る
が
、
幸
い
、
長
田
富
作
の

｢

正
平
版
論
語
之
研
究
梗
概｣

(

昭
和
八
年
・
大
阪
府
立

図
書
館
正
平
版
論
語
刊
行
会)

に
詳
細
な
版
種
の
研
究
が
あ
り
、
こ
の
研
究
成
果
に
よ
り
、
三
種
の
版
木
の
違
い
を
お
お
よ
そ
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
示
さ
れ
た
二
十
の
挙
例
の
う
ち
、
主
な
目
安
と
な
る
違
い
を
こ
こ
に
挙
げ
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に

な
る
。

巻
一

学
而
篇

第
五
章
注

｢

有
奇｣

覆
刻
双
跋
本
は

｢

奇｣

を

｢

畸｣

に
作
る
①

同

第
十
章
注

｢
抑
人
君
自
願
与
為
治
邪｣

単
跋
本
は

｢

邪｣

を

｢

也｣

に
作
る
②

巻
二

八
�
篇

第
二
十
四
章
注

｢

儀
蓋
衛
邑
也｣

覆
刻
双
跋
本
は

｢

邑｣

を

｢

下
邑｣

に
作
る
③

里
仁
篇

第
五
章
注

｢

時
有
否
泰｣

初
刻
双
跋
本
は

｢

否｣

を

｢

否
の
変
体
字｣

に
作
る
④

巻
三

公
冶
長
篇
第
五
章

｢

禦
人
以
給｣

覆
刻
双
跋
本
は

｢

給｣

を

｢

口
給｣

に
作
る
⑤

巻
四

述
而
篇

第
三
十
一
章

｢

君
子
亦
党
乎｣

初
刻
双
跋
本
・
単
跋
本
は
こ
の
五
字
無
し
⑥

同

同

注

｢

諱
曰
孟
子｣
覆
刻
双
跋
本
は

｢

諱｣

を

｢

忌｣

に
作
る
⑦

巻
七

子
路
篇

第
三
章
注

｢

正
百
事
之
名｣

覆
刻
双
跋
本
・
単
跋
本
は

｢

正｣

を

｢

正
正｣

に
作
る
⑧

同

同

｢

奚
其
正｣

覆
刻
双
跋
本
・
単
跋
本
は

｢

正｣

を

｢

正
名｣

に
作
る
⑨

同

第
五
章

｢

奚
以
為｣

覆
刻
双
跋
本
・
単
跋
本
は

｢

為｣

を

｢

為
哉｣

に
作
る
⑩

憲
問
篇

第
三
十
章

｢

自
導
也｣

覆
刻
双
跋
本
・
単
跋
本
は

｢

導｣

を

｢

道｣

に
作
る
⑪
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同

第
四
十
七
章

｢

吾
見
其
踞
於
位
也｣

覆
刻
双
跋
本
は

｢

踞｣

を

｢

居｣

に
作
る
⑫

そ
し
て
、
以
上
の
項
目
に
つ
い
て
影
写
本
の
伝
本
に
つ
き
字
句
を
比
較
し
て
み
る
と
、
青
蓮
院
本
・
林
泰
輔
本
は
、
④
の

｢

否｣

字
の
変

体
字
も
含
め
て
、
悉
く
初
刻
本
に
一
致
し
、
応
永
三
十
三
年
本
は
、
初
刻
本
に
よ
っ
て
影
写
し
、
後
に
覆
刻
双
跋
本
で
校
訂
し
た
形
跡
が

あ
り
、
③
⑤
⑥
は
字
を
小
字
で
補
い
、
①
⑦
は
そ
の
ま
ま
に
遺
し
、
④
は

｢

否｣

に
訂
正
し
た
と
見
ら
れ
る
。
国
会
図
書
館
蔵
寄
合
書
の

一
本
は
、
初
刻
本
に
よ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
③
④
⑪
⑫
に
つ
い
て
は
覆
刻
双
跋
本
に
一
致
す
る
が
、
④
の

｢

否｣

に
は
朱
で
初
刻
本
の

字
に
訂
正
す
る
こ
と
や
、
⑤
の

｢
口｣

を
補
筆
し
た
り
、
⑥
の
五
字
を
補
筆
し
た
り
、
か
れ
こ
れ
初
刻
本
と
覆
刻
双
跋
本
が
校
訂
に
入
り

く
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
観
海
堂
元
亀
二
年
本
は
②
以
外
に
つ
い
て
初
刻
本
と
一
致
す
る
。
木
村
正
辞
本
は
、
巻
一
・
二
の
み
が
戊
類

に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
③
以
外
は
覆
刻
双
跋
本
に
一
致
す
る
。
国
会
図
書
館
蔵
亀
田
本
も
巻
五
ま
で
の
零
本
で
あ
る
が
、
③
以
外
は

覆
刻
双
跋
本
に
一
致
す
る
。
陸
心
源
本
は
、
正
平
版
の
二
跋
を
影
写
し
て
い
る
双
跋
本
で
あ
る
が
、
③
以
外
の
全
て
に
於
い
て
覆
刻
双
跋

本
に
一
致
し
、
双
跋
諭
語
本
を
祖
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
観
海
堂
森
氏
本
は
③
に
よ
っ
て
、
ま
た
観
海
堂
本
は

②
⑤
⑥
⑦
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
覆
刻
双
跋
本
と
類
似
性
を
見
出
す
。
ま
た
、
青
淵
本
も
③
以
外
は
悉
く
覆
刻
双
跋
本
に
一
致
す
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
一
筋
縄
で
は
い
か
ぬ
テ
キ
ス
ト
の
成
り
立
ち
が
よ
く
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
お
し
な
べ
て
古
い
初
刻
本
や
双
跋

諭
語
本

(

覆
刻
双
跋
本)

の
性
格
を
受
け
継
ぐ
写
本
が
多
い
こ
と
は
、
か
か
る
正
平
版
系
影
写
本
の
書
写
年
代
の
古
い
性
質
と
相
関
す
る

こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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四
、
室
町
時
代
後
期
に
於
け
る
正
平
版
系
古
鈔
本
の
伝
播

さ
て
、
こ
う
し
た
正
平
版
論
語
の
影
写
が
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
な
さ
れ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
そ
の
影
写
本
が
更
な
る
発
展
を

し
て
流
布
を
遂
げ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
室
町
時
代
も
後
期
に
達
す
る
と
、
緇
流
や
武
士
の

『

論
語』

受
容
の
幅
は
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
清
家
本
や

『

論
語
義
疏』

系
の
テ
キ
ス
ト
と
一
線
を
画
し
な

が
ら
、
伝
鈔
さ
れ
て
い
っ
た
一
群
の
写
本
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
論
集
四
十
輯
拙
論
で
は
、
そ
の
前

述
の
正
平
版
影
写
本
を
、｢

戊
類｣

と
名
付
け
て
分
類
し
、
戊
類
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
更
に
伝
鈔
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
次
の
一
群
の

古
鈔
本
を

｢

己
類｣

と
名
付
け
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
己
類
こ
そ
が
、
中
世
後
期
の
正
平
版
系
古
鈔
本
で
あ
り
、
そ
の
流
布
の
実
情
を
鑑

み
れ
ば
、
室
町
時
代
の

『

論
語』

古
鈔
本
の
実
態
が
朧
気
に
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
十
点
ほ
ど
現
存
す
る
こ
の
伝
本
を
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。
順
序
は
便
宜
的
に
所
蔵
者
別
に
記
す
こ
と
と
す
る
。

秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
蔵

(

根
本

特
―263)

室
町
時
代
後
期
写

根
本
通
明
旧
蔵

二
冊

本
書
は
、
明
治
の
漢
学
者
根
本
通
明

(

一
八
二
二
〜
一
九
〇
六)

が
珍
蔵
し
て
い
た
も
の
で
、
博
士
の
遺
書
は
悉
く
郷
里
秋
田
県
立
図

書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
が

(

拙
著

｢

根
本
通
明
先
生
蔵
書
紀
略｣

〈『

斯
道
文
庫
論
集』

第
三
十
八
・
三
十
九
輯
・
平
成
十
六
・
十
七
年〉

を

参
照
、
以
下
拙
著
と
略
称)

、
そ
の
二
千
四
百
冊
余
り
の
貴
重
な
る
漢
籍
旧
蔵
本
の
な
か
で
も
、
最
も
博
士
が
自
慢
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
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で
あ
っ
た
。
博
士
の
学
は

『

易
経』

を
中
心
と
し
た
経
学
儒
学
全
般
に
亘
る
が
、｢

書
剣
自
得｣

の
蔵
印
を
有
し
、
儒
書
と
刀
剣
を
分
身

と
し
た
。
博
士
は
、
秋
田
藩
明
徳
館
教
授
を
勤
め
、
勤
王
派
と
し
て

『

易』

学
を
実
践
し
、
東
京
大
学
教
授
を
も
勤
め
、
明
治
の
漢
学
界

の
草
分
け
と
し
て
、
顏
眞
卿
の
書
風
を
体
し
、
古
武
士
然
と
し
た
迫
力
あ
る
学
風
を
確
立
し
た
。『

周
易
象
義
辯
正』

『

論
語
講
義』

『

詩

経
講
義』

な
ど
、
儒
書
の
講
義
解
説
を
門
弟
が
整
理
し
た
著
書
が
多
数
あ
る
。

本
書
の
解
説
は
ま
た
、
拙
著
三
十
九
輯
に
詳
述
し
た
が
、
根
本
博
士
の

『

論
語
講
義』

(

早
稲
田
大
学
出
版
部
・
明
治
三
十
九
年)

の

底
本
と
な
り
、
博
士
は
そ
の
著
の
な
か
で
、
こ
の
写
本
は
通
行
本
と
字
句
の
異
同
が
多
く
、
百
済
の
王
仁
が
伝
来
し
た
時
の
写
本
の
系
統

で
あ
る
と
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
漢
学
者
安
井
朴
堂
は
、
こ
の
根
本
博
士
の
言
説
に
つ
い
て
一
言
を
述
べ
、
本
書
が
他
の
古
写
本
と
大

差
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
し
て
、
王
仁
本
の
系
統
と
見
る
は
早
計
で
あ
る
と
し
、
実
は
、『

論
語
義
疏』

な
ど
の
後
来
の
伝
本
か
ら
出
で
た

テ
キ
ス
ト
で
あ
ろ
う
と
反
論
し
た
。

単
辺
有
界
毎
半
葉
八
行
毎
行
十
七
字

(

匡
郭
内
一
七
・
七
×
十
三
㎝
・
行
幅
一
・
八
㎝)

で
、
巻
題
下
の
毎
章
の
章
数
・
尾
題
下
の
経

注
字
数
を
有
し
、
書
式
か
ら
は
、『

論
語
義
疏』
の
疏
文
の
竄
入
も
見
え
ず
、
清
家
本
と
も
一
線
を
画
し
、
流
布
の
多
い
正
平
版
系
統
の

テ
キ
ス
ト
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
異
体
字
も
多
く
、
全
巻
一
筆
の
筆
致
は
相
当
の
学
力
を
思
わ
せ
、
墨
痕
に
も
勢
い
あ
り
、

訓
点
も
同
時
に
書
写
し
た
も
の
で
、
あ
る
い
は
、
足
利
学
校
系
の
学
徒
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
江
戸
期
こ
ろ
に
後
補
の
縹
色
表
紙

(

二
十
四
×
十
七
・
五
㎝)

に
墨
流
し
題
簽
を
添
え
、｢

論
語｣

と
墨
書
し
て
い
る
。｢

根
本
／
氏
蔵｣

｢

根
本
／
子
龍
／
図
書｣

印
記
あ
り
。

ま
た
、
参
考
と
し
て
述
べ
れ
ば
、
近
代
に
な
っ
て
、
本
書
を
転
写
し
た
一
本
が
、
や
は
り
秋
田
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。(

二
冊

18

―19)
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斯
道
文
庫
蔵

(091

―12)

単
経
本

天
正
十
八
年

(

一
五
九
〇)

蔵
六
道
人
写

一
冊

原
装
の
栗
皮
表
紙

(

二
十
七
・
四
×
二
十
・
五
㎝)

に
外
題

｢

魯
論
二
十
篇｣

と
本
文
同
筆
に
て
書
す
。
更
に
近
代
の
後
補
紺
色
表
紙

を
加
え
る
。
何
晏
の
序
は
、

論
語
序

叙
曰
漢
中
塁
校
尉
劉
向
言
魯
論
語
二
十
篇
皆
孔
子
弟
／

と
始
ま
り
、
巻
頭
は
、

論
語
学
而
第
一

何
晏
集
解

凡
十
六
章

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎
有
朋
自
遠
方
来
不
亦
楽
／

の
如
く
題
し
、
各
章
ご
と
に
改
行
す
る
。
何
晏
の
注
釈
は
省
か
れ
て
い
る
。

書
式
は
、
無
辺
無
界
、
毎
半
葉
七
行
毎
行
二
十
字

字
面
高
さ
約
二
十
三
・
五
㎝
。
紙
質
は
楮
紙
。
全
巻
一
筆
で
、
書
き
入
れ
の
訓
点

も
本
文
同
筆
で
あ
る
。
書
き
入
れ
の
内
容
は
、
朱
の
点
・
線
、
墨
の
返
り
点
・
送
り
が
な
・
縦
点
・
附
訓
で
あ
る
。
尾
題
は
、
論
語
巻
第

一
の
如
く
、
巻
十
ま
で
通
し
、
経
文
の
字
数
を
そ
の
下
に
記
す
。
巻
十
の
末
に
、｢

天
正
十
八
暦
庚
寅(

こ
の
二
字
は
小
字
双
行)

秋
仲
〃

如
蠣
庵

(

こ
の
三
字
は
小
字)

蔵
六
道
人
書｣

と
本
文
同
筆
に
て
書
す
る
。

斯
道
文
庫
蔵

(091

―67)

存
序
・
巻
一
・
二

室
町
時
代
後
期
写

一
冊

後
補
の
紺
表
紙

(

二
十
五
×
十
七
・
一
㎝)

。
全
葉
に
襯
紙
を
施
す
。
何
晏
の
序
は
、

論
語
序
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叙
曰
漢
中
塁
校
尉
劉
向
言
魯
論
語
二
十
篇
皆
孔
／

と
始
ま
り
、
巻
頭
は
、

論
語
学
而
第
一

何
晏
集
解

凡
十
六
章

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎

馬
融
曰
子
者
／
男
子
之
通
称
／(

馬
融
以
下
は
小
字
双
行)

と
題
す
る
。

書
式
は
、
無
辺
無
界
、
毎
半
葉
六
行
、
毎
行
十
六
字
、
注
小
字
双
行
、
字
面
高
さ
約
二
十
㎝
。
尾
題
は
、｢

論
語
巻
第
一

経
一
千
四

百
七
十
字
／
注
一
千
五
百
一
十
五
字｣

な
ど
と
経
注
字
数
を
加
え
る
。
因
み
に
、
巻
一
の
経
注
字
数
の
注
の
字
数
を｢

一
千
五
百
一
十
五｣

に
つ
く
る
の
は
、
清
家
本
の
系
統
で
、
正
平
版
系
は

｢

一
千
五
百
一
十
三｣

に
つ
く
る
。
従
っ
て
、
四
十
輯
拙
論
に
所
謂
、
清
家
本
の
変

型
で
あ
る

｢

丙｣

種
に
属
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
巻
頭
な
ど
か
ら
、
こ
こ
は
己
種
の
分
類
に
し
て
お
く
。
室
町
も
後
期
に
な
る
と
、
こ

う
し
た
様
々
な
テ
キ
ス
ト
の
要
素
が
絡
ん
だ
写
本
が
流
布
す
る
よ
う
に
な
る
。

筆
蹟
は
一
筆
で
、
書
き
入
れ
も
同
筆
で
あ
る
。
書
き
入
れ
の
内
容
は
、
朱
の
ヲ
コ
ト
点
、
墨
筆
の
返
り
点
・
送
り
が
な
・
縦
点
・
附
訓
・

声
点
、
ま
た
、
他
本
と
の
校
合
な
ど
で
あ
る
。
紙
質
は
や
や
白
み
を
帯
び
、
厚
手
で
あ
る
。
墨
痕
か
ら
し
て
、
室
町
も
末
に
降
る
こ
と
は

な
く
、
享
禄
天
文
間

(

一
五
二
八
〜
一
五
五
四)

く
ら
い
の
書
写
か
と
想
像
す
る
。

巻
二
末
に

｢

永
厳｣

の
署
名
が
あ
る
。
本
文
同
筆
。

斯
道
文
庫
蔵

(091

―220)

存
巻
六
〜
十

室
町
時
代
後
期
写

一
冊

焦
げ
茶
色
古
表
紙

(

二
十
五
×
十
七
・
五
㎝)

。
先
進
第
十
一
か
ら
末
の
堯
曰
第
二
十
ま
で
の
零
本
で
あ
る
か
ら
、
書
式
な
ど
に
よ
る
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系
統
の
分
類
に
は
困
難
が
伴
う
が
、
そ
の
巻
六

(

先
進
第
十
一)

首
が
次
の
よ
う
に
題
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
お
よ
そ
、
己
類
で
あ
ろ

う
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

論
語
先
進
第
十
一

何
晏
集
解

鄭
二
十
三
章
／
皇
二
十
四
章

(

鄭
以
下
は
小
字
双
行)

子
曰
先
進
於
礼
楽
野
人
也
後
進
於
礼
楽
君
子
也

先
進
／
後
進

(

こ
の
四
字
は
小
字
双
行)

書
式
は
、
単
辺
有
界
、
毎
半
葉
八
行
、
毎
行
二
十
字
、
匡
郭
内
は
二
十
×
十
三
・
五
㎝
。
界
の
幅
は
一
・
七
㎝
。
柱
に
は
、｢

論
語

(

と

も
に
言
偏
を
記
さ
ぬ
略
字)
幾

丁
付｣

と
書
す
。
茶
色
の
薄
手
の
楮
紙
に
一
筆

(

巻
九
・
微
子
篇
の
第
二
丁
は
同
時
頃
の
別
筆
に
よ
る

補
写)

で
書
か
れ
た
墨
痕
は
、
天
文
永
禄
間

(

一
五
三
二
〜
一
五
六
九)

を
降
ら
ぬ
書
写
年
代
と
思
わ
れ
る
。

本
文
と
同
時
期
同
筆
で
あ
る
書
き
入
れ
に
は
、
返
り
点
・
送
り
が
な
・
縦
点
・
附
訓
・
校
合
が
あ
り
、
朱
筆
に
よ
る
ヲ
コ
ト
点
も
附
さ

れ
る
。
欄
外
の
引
用
に
、｢

疏｣
(『

義
疏』)
｢

句
解｣

(『

論
語
句
解』)

｢

朱｣
(

朱
熹

『

論
語
集
注』)

｢

師
説｣

な
ど
が
あ
り
、
各
章
の
章

旨
を
ま
と
め
た

『

義
疏』

の
章
題
注
を
引
用
す
る
は
、
庚
種
・
辛
種
な
ど
の
義
疏
系
テ
キ
ス
ト
と
の
交
流
を
示
し
、
朱
子
学
の
新
注
を
も

参
照
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
中
世

『

論
語』

講
読
の
新
し
い
息
吹
を
感
じ
さ
せ
る
例
で
あ
る
。

ま
た
、
巻
八
衞
靈
公
第
十
五
の

｢

子
曰
民
之
於
仁
也｣
章
の
欄
外
に
書
き
入
れ
て
、｢

米
文
云
、
子
曰
父
在
観
其
志
、
父
没
観
其
行
。

集
解
无
此
章
、
鄭
本
有
、
古
魯
皆
无
此
章
。
此
句
在
学
而
篇
而
篇
不
可
小
知
之
下
、
可
読
之
。
越
巻
爛
脱
依
此
□
耳
。
但
於
当
家
□
不
用

此
説
。｣

と
あ
る
の
な
ど
を
見
る
と
、
当
家
と
い
う
言
い
回
し
か
ら
博
士
家
系
統
の
も
の
に
基
づ
い
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

尾
題
は
、
論
語
巻
第
六
な
ど
と
し
、
巻
八
以
外
に
は
そ
の
下
に
経
注
字
数
を
添
え
る
。
旧
蔵
の
考
ず
る
べ
き
根
拠
が
何
も
遺
ら
な
い
。

斯
道
文
庫
蔵

(092

―1)

永
禄
三
年

(

一
五
六
〇)

写

高
木
文
庫
・
安
田
文
庫
旧
蔵

五
冊
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本
書
は
、
既
に
藝
文
拙
論
に
詳
説
し
て
い
る
の
で
参
照
。
古
活
字
版
の
蒐
集
で
著
名
な
高
木
利
太
氏
か
ら
安
田
文
庫
に
移
っ
た
も
の
で

あ
る
。
己
類
に
分
類
す
る
が
、
根
本
本
と
同
様
に
、
学
而
篇
最
後
章

｢

子
曰
不
患
人
之
不
己
知｣

の
注

｢

王
粛
曰｣

の
一
文
を
添
え
、
正

平
版

『
論
語』

と
は
異
な
る
一
面
を
持
つ
。『

論
語
義
疏』

の
系
統
を
引
く
も
の
に
存
す
る
注
釈
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『

義
疏』

の

混
入
も
見
え
ず
、
題
式
も
正
平
版
系
に
似
る
。
こ
の
よ
う
に
、
室
町
時
代
後
期
に
は
、
幾
種
か
の
テ
キ
ス
ト
が
混
じ
り
合
う
状
況
が
常
見

す
る
。
自
由
な
校
勘
講
説
が
一
般
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
学
風
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。

二
十
四
・
一
×
十
八
・
五
㎝
で
、
四
周
単
辺
の
墨
界
は
十
九
・
五
×
十
四
・
七
㎝
、
界
幅
は
二
・
一
㎝
。
毎
半
葉
七
行
、
毎
行
十
三
字
。

全
巻
一
筆
。
訓
点
附
訓
も
本
文
同
筆
。
紙
質
は
や
や
厚
手
で
、
変
体
字
を
多
く
用
い
、
依
る
テ
キ
ス
ト
の
古
さ
を
伺
わ
せ
る
古
樸
な
風
格

を
醸
し
出
し
て
い
る
。

論
語
学
而
第
一

何
晏
集
解

凡
十
六
章

と
題
し
、
尾
題
に
経
注
字
数
を
具
え
、
末
に
、

于
時
永
禄
三
稔

庚
申

(

こ
の
二
字
は
双
行)
五
月
十
七
日

五
十
歳

文
彦

と
本
文
同
筆
の
奥
書
が
あ
る
。

斯
道
文
庫
蔵

(092

―8)

天
文
十
八
年

(

一
五
四
九)

写

富
岡
鉄
斎
・
戸
川
浜
男
旧
蔵

五
冊

本
書
は
、
財
団
法
人
大
橋
図
書
館

『

論
語
展
覧
会
目
録』

に
、
富
岡
益
太
郎
氏
蔵
と
し
て
出
品
さ
れ
、『

富
岡
文
庫
善
本
書
影』

(

昭
和

十
一
年
・
大
阪
府
立
図
書
館
編)

の
六
十
番
に
載
せ
た
。
更
に
、
昭
和
十
四
年
の

『

富
岡
文
庫
御
蔵
書
第
二
回
入
札
目
録』

の
二
十
八
番

に
収
載
、
こ
れ
を
、
昭
和
十
五
年
一
月
二
十
八
日
伊
賀
上
野
町
の
沖
森
書
店
に
お
い
て
戸
川
氏
が
入
手
し
た

(

末
に
昭
和
二
十
一
年
七
月
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二
日
、
戸
川
氏
の
購
得
識
語
が
あ
る)

。
そ
の
後
、
英
国
人
在
日
蔵
書
家
フ
ラ
ン
ク
・
ホ
ー
レ
ー
氏

(

一
九
〇
六
〜
一
九
六
一)

が
入
手

し
た
も
の
で
あ
る
。
富
岡
鉄
斎

(

一
八
三
六
〜
一
九
二
四)

は
南
画
家
で
、
蔵
書
は
天
下
に
甲
た
る
質
量
を
誇
り
、
昭
和
十
三
年
五
月
と

十
四
年
三
月
の
二
回
に
亘
り
空
前
の
高
値
で
売
ら
れ
た
。
こ
の
頃
の
売
り
立
て
で
、
富
岡
文
庫
の
他
、
九
条
家
、
内
野
皎
亭
、
久
原
家
、

田
安
家
な
ど
日
本
屈
指
の
蔵
書
家
の
も
の
が
世
に
出
た
。｢

残
花
書
屋｣
｢

賓
／
南｣

(

陰
陽
二
種)

｢

賓
南
／
過
眼｣

と
文
学
者
戸
川
残
花
・

蔵
書
家
戸
川
浜
男
の
印
を
捺
し
、｢

宝
玲
文
庫｣

(

ホ
ー
レ
ー)

の
印
も
あ
る
が
、
富
岡
氏
の
印
は
無
い
。

本
書
は
、
末
尾
に
本
文
同
筆
の
次
の
奥
書
を
添
え
る
。

于
時
天
文
十
八
年
八
月
六
日
始
染
筆
、
同
十
一
日
書
功
了
。
／
依
有
急
用
子
細
此
書
頓
写
之
間
、
字
形
尤
以
卑
賎
／
誤

又
可
巨
多
、
後
哲
哢
嘲
殊
以
有
其
憚
而
耳
。
／
筆
者
沙
弥
道
恵

三
十
三
才

予
感
勤
学
之
志
書
与
此
抄
者
也

文
主
梅
千
代
麻
呂
之

後
補
の
焦
茶
色
の
空
押
し
菱
文
表
紙

(

二
十
四
・
五
×
十
五
・
六
㎝)

は
近
世
初
、
慶
長
元
和
年
間

(

一
五
九
六
〜
一
六
二
三)

頃
の

換
え
表
紙
と
思
わ
れ
る
。
左
上
に

｢

魯
論
語

自
第
一
／
至
第
十

(

自
第
十
一
／
至
第
二
十)｣

と
墨
書
す
る
。
五
巻
を
も
っ
て
一
冊
と

す
る
。
第
一
冊
後
ろ
表
紙
見
返
し
に

｢

持
主
梅
千
代
丸｣

と
本
文
同
筆
の
署
名
が
あ
る
。

魏
何
晏
の
序
を
冠
す
。

論
語
序

叙
曰
漢
中
塁
校
尉
劉
向
言
魯
論
語
／
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本
文
巻
頭
は
、
序
か
ら
改
頁
せ
ず
に
続
け
て
、

論
語
学
而
第
一

何
晏
集
解

凡
十
六
章

(

章
数
は
小
字
双
行)

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎

馬
融
曰
子
者
男
子
之
／(

馬
融
以
下
は
小
字
双
行)

と
題
す
。
た
だ
し
、
巻
第
三
里
仁
篇
第
四
と
巻
十
堯
曰
篇
第
二
十
は
、

論
語
里
仁
第
四

凡
二
十
六
章

(

章
数
は
小
字
双
行)

何
晏
集
解

と
章
数
が
中
間
に
位
置
す
る
。
こ
の
形
式
は
清
家
本
の
も
の
で
あ
る
。

書
式
は
、
無
辺
無
界
、
毎
半
葉
七
行
、
毎
行
十
三
字
、
小
字
双
行
、
毎
行
十
六
字
。
字
面
高
さ
約
二
十
㎝
、
行
幅
約
一
・
五
㎝
。
紙
質

は
薄
手
の
斐
楮
混
交
紙
。
本
文
同
筆
の
墨
に
よ
る
返
り
点
、
送
り
が
な
、
縦
点
、
附
訓
、
声
点
・
清
濁
点
、
校
合
を
書
き
入
れ
、
や
や
時

代
を
降
る
朱
筆
に
よ
る
ヲ
コ
ト
点
を
加
え
る
。
訓
読
は
、
寺
院
系
の
読
み
と
清
家
点
の
読
み
が
混
交
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
筆
に
よ
る

『

義
疏』

注
釈
の
書
き
入
れ
も
少
々
見
え
る
。

尾
題
は
、｢

論
語
巻
第
一

経
一
千
四
百
七
十
字
／
注
一
千
五
百
一
十
三
字｣

な
ど
と
経
注
字
数
を
附
す
。

斯
道
文
庫
蔵

(092

―50)

室
町
時
代
後
期
写

伝
・
祥
貞
禅
師
写

五
冊

本
冊
は
、
写
本
自
体
に
は
そ
れ
ほ
ど
特
記
す
る
特
徴
を
具
え
な
い
が
、
伝
来
に
は
頗
る
い
わ
く
が
あ
る
。
収
納
す
る
桐
箱
に
は
、
二
種

の
箱
書
き
が
あ
り
、

一
は
、｢

天
保
二
年
辛
卯
年
／
十
月
十
二
日
再
箱
而
蔵
／
木
村
盛
芳
造｣
と
あ
り
、

一
は
、｢

此
論
語
十
巻
五
冊
本
ハ
論
語
集
解
攷
異
第
三
頁
裏
中
部
ニ

『

尾
州
有
南
河
州
手
録
本』

ニ
該
当
ス
ル
尾
州
伝
来
ニ
シ
テ
モ
ト
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各
冊
ニ
楠
氏
蔵
書
印
ア
リ
シ
ヲ
佐
々
木
竹
苞
楼
主
人
ノ
有
ニ
帰
シ
タ
ル
際
除
去
セ
リ
ト
云
フ
乃
チ
古
来
此
書
ハ
楠
正
成
ノ
手
書
ナ
リ
ト
伝

ヘ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

昭
和
丁
丑
十
月

千
洲
記｣

と
あ
り
、

尚
か
つ
、
箱
に
附
さ
れ
た

｢

証
書｣

一
葉
に
は
、｢

金
森
氏
所
蔵
祥
貞
禅
師
真
蹟
論
語
／
実
世
上
希
有
物
也
偶
持
来
教
予
管
見
之
／
真

偽
観
之
則
手
沢
温
雅
凡
眼
区
窺
寧
容
／
思
慮
雖
然
神
者
以
崇
敬
増
威
物
者
以
証
明
／
為
宜
幸
君
勿
疑
加
信
仰
因
弥
則
加
護
報
／
豈
薄
手
若

能
如
是
信
受
如
是
奉
行
得
福
必
矣
／

于
時
文
政
七
申
四
月
二
十
六
日
／
幻
住
成
高
三
十
七
世
興
本
禅
隆

〈

興
／
本〉

〈

禅
隆
／
印〉

(

陰
刻)

印
記｣

と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

木
村
・
千
洲
、
い
ず
れ
も
何
人
で
あ
る
か
を
つ
ま
び
ら
か
に
し
な
い
が
、
伝
承
の
言
い
伝
え
の
内
容
は
尋
常
な
こ
と
で
は
な
い
。
先
ず
、

吉
田
篁
�(

一
七
四
五
〜
一
七
九
八)

の

『

論
語
集
解
攷
異』

(

寛
政
三
年
刊)

に
引
用
さ
れ
る
尾
州
本
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
拙
論

｢

慶
長
刊
論
語
集
解
の
研
究｣

(『

斯
道
文
庫
論
集』

第
三
十
輯
・
平
成
八
年
、
以
下
三
十
輯
拙
論
と
略
称)

に
お
い
て
、
吉
田
氏
が
攷
異

に
用
い
た
古
刊
古
鈔
本

｢

論
語
集
解｣

の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
提
要
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
と
現
存
の
も
の
と
の
同
定
を
行
っ
た
が
、
計

七
種
の
伝
本
を
用
い
て
攷
異
を
作
成
し
た
吉
田
氏
が
、
尚
求
め
て
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
二
種
の
テ
キ
ス
ト
を
挙
げ
て
言
う
、｢

嘗

て
聞
く
、
西
京
に
建
武
中
写
本
有
り
、
尾
州
に
楠
河
州
手
録
本
有
り
、
皆
求
め
て
未
だ
得
ざ
る
も
の
な
り
。｣

こ
の
く
だ
り
を
挙
げ
て
千

洲
は
本
冊
を
尾
州
本
に
あ
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
建
武
中
写
本
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
現
蔵
の
も
の
で
、
南
北
朝
の
初
、
建
武
四
年

(

一

三
三
七)

に
清
原
頼
元
が
識
語
を
認
め
た
鎌
倉
時
代
末
期
を
遡
る
と
見
ら
れ
る
古
写
本
を
指
す
。
一
方
、
楠
木
正
成

(

？
〜
一
三
三
六)

の
手
写
本
の
存
在
を
伝
え
る
謂
わ
れ
は
不
詳
で
あ
る
が
、
ま
た
本
冊
が
そ
れ
に
相
当
す
る
と
い
う
確
証
も
な
い
。
た
だ
、
各
冊
尾
に
蔵
印

乃
至
は
署
名
を
削
去
し
た
痕
跡
が
あ
り
、
千
洲
の
言
う
竹
苞
楼
の
仕
業
を
裏
付
け
る
も
の
で
は
あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
冊
の

書
写
年
代
は
、
書
誌
学
的
に
室
町
時
代
の
後
期
、
遡
っ
て
も
中
期
の
後
半
を
上
限
と
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
南
北
朝
の
人
の
手
に
係
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る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

注
意
す
る
べ
き
は
、
興
本
禅
隆
の
識
語
に
見
え
る
こ
と
が
ら
で
、｢

金
森
氏
所
蔵
祥
貞
禅
師
真
蹟
論
語｣

と
言
う
根
拠
は
、
本
冊
に
附

さ
れ
た
も
う
一
つ
の
文
書
で
あ
る

｢

鎮
火
墨
蹟
記｣

と
題
す
る
メ
モ
書
き
で
あ
る
。
こ
の
記
は
、
面
山
和
尚

(

面
山
端
方
・
一
六
八
三
〜

一
七
六
九)
広
録
か
ら
祥
貞
禅
師

(

永
正
八
年
＝
一
五
一
一
寂)

に
関
す
る
記
事
を
抄
出
し
、
金
森
正
五
郎
に
与
え
た
も
の
で
、
光
明
銕

山
の
署
名
で
文
政
六
年

(

一
八
二
三)

に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
本
冊
が
、
祥
貞
禅
師
の
書
写

『

論
語』

と
伝
え
ら
れ
る
こ

と
を
う
け
て
、
所
蔵
者
金
森
氏
が
、
そ
の
禅
師
の
伝
や
真
蹟
の
真
偽
を
証
書
と
し
て
求
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
祥
貞
禅

師
は
、
道
号
を
天
英
と
い
い
、
永
平
寺
十
一
世

(

祖
機
禅
師)

の
法
裔
で
、
文
明
・
明
応
年
間

(

一
四
六
九
〜
一
五
〇
〇)

に
宇
都
宮
の

成
高
寺
に
住
し
、
信
州
の
龍
雲
・
正
眼
・
興
禅
・
妙
笑
・
興
国
な
ど
の
古
刹
の
開
山
で
あ
っ
た
。
禅
師
が
書
に
秀
で
て
い
た
の
で
、
神
の

化
身
が
現
れ
、
そ
の
右
手
を
借
り
て
写
経
を
し
た
。
後
日
、
右
手
を
返
し
て
鎮
火
の
霊
験
を
も
っ
て
報
謝
し
た
。
こ
れ
で
、
右
手
が
短
く

な
り
、
短
手
祥
貞
と
も
称
さ
れ
、
ま
た
、
師
の
墨
蹟
が
あ
る
と
こ
ろ
火
災
無
し
と
い
う
効
験
が
あ
り
、
鎮
火
の
墨
蹟
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
、
と
。
ま
た
、
舜
政
と
い
う
の
は
別
号
で
あ
ろ
う
と
も
言
う
。
こ
う
し
た
言
い
伝
え
が

『

論
語』

古
写
本
の
伝
承
と
重
な
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
舜
政
禅
師
は
、
庚
類
に
挙
げ
る
斯
道
文
庫
蔵
本

(092-52)

の
書
写
者
と
伝
え
ら
れ
、
祥
貞
禅
師
・
天
英
と
同
様

の
事
跡
が
伝
わ
る
。
彼
此
混
同
し
て
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
真
偽
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
う
し
た
地
方
の
由
緒
あ
る
寺
院
・
高
僧
の
営
為
が
、
由
緒
あ
る

『

論
語』

写
本
の
伝
来
を
裏
付
け

る
事
自
体
に
、『

論
語』

古
写
本
の
地
方
伝
播
と
文
化
史
へ
の
浸
透
を
感
得
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

縹
色
の
古
表
紙(

二
六
×
一
九
・
五
㎝)

に
五
冊
の
中
、
第
一
・
四
冊
に
古
い
室
町
期
の
題
簽
を
遺
す
。｢

論
語

自
一
之
四｣

｢

論
語
〃

自
十
三
之
十
六｣

と
墨
書
す
る
。
魏
何
晏
の
序
は
、
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論
語
序

叙
曰
漢
中
塁
校
尉
劉
向
言
魯
論
語
二
／

と
題
し
、
巻
頭
は
、

学
而
第
一

何
晏
集
解

凡
十
六
章

(

章
数
は
小
字
双
行)

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎

馬
融
曰
子
者
男
／

(

馬
融
以
下
は
小
字
双
行)

と
始
ま
り
、
こ
の
種
の
伝
本
が

｢

論
語
学
而｣

と
題
す
る
の
と
は
様
子
を
異
に
す
る
。
し
か
し
、
本
文
の
系
統
は
助
字
の
有
無
な
ど
を
除

け
ば
正
平
版
の
系
統
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
本
文
・
訓
点
書
き
入
れ
・
匡
郭
な
ど
全
て
一
人
の
手
に
な
る
も
の
で
、
単
辺
有
界

(

十
九
・
八
×
十
五
・
六
㎝
、
界
幅
二
・
一
㎝)

に
毎
半
葉
七
行
毎
行
十
四
字
で
書
写
す
る
。
柱
に
は
何
も
記
さ
ず
、
訓
点
書
き
入
れ
は
、

返
り
点
・
送
り
が
な
・
縦
点
・
附
訓
を
墨
で
加
え
、
朱
引
き
を
附
す
。
欄
外
に
は
簡
単
な
注
釈
を
書
き
入
れ
、
そ
れ
に
は
後
筆
に
な
る
も

の
も
あ
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
薄
墨
の
附
訓

(
後
筆)

も
ま
ま
見
う
け
ら
れ
る
。
字
様
・
筆
画
は
精
勤
で
一
字
を
忽
せ
に
は
し
な
い
。
独
特

の
略
字
も
あ
り
、
特
色
あ
る
書
き
方
も
あ
り
、
そ
れ
ら
が
型
に
は
ま
っ
て
思
い
つ
き
で
な
い
と
こ
ろ
が
、
並
々
な
ら
ぬ
筆
写
の
迫
力
を
感

じ
さ
せ
る
。
こ
の
、
室
町
時
代
の
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
特
徴
あ
る
字
勢
は
、
刊
経
や
正
平
版
な
ど
の
版
刻
体
の
影
響
と
、
南
北
朝

以
来
の
柔
ら
か
な
、
鎌
倉
時
代
以
前
の
書
写
体
風
を
受
け
継
い
だ
も
の
の
影
響
と
が
混
然
と
な
っ
て
、
表
面
的
に
は
荒
々
し
く
感
じ
さ
せ

る
も
の
の
、
熟
覧
す
る
と
そ
の
画
一
的
な
深
み
を
感
得
で
き
る
不
思
議
な
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。
恰
も
、
日
本
中
世
の
版
刻
史
を
担
っ
た

五
山
版
が
、
一
見
粗
雑
な
彫
刻
に
見
え
る
が
、
よ
く
見
る
と
そ
こ
に
中
国
の
古
版

(

宋
元
版)

の
味
わ
い
が
色
濃
く
遺
さ
れ
て
い
る
と
思

え
て
な
ら
な
い
感
覚
と
よ
く
似
て
い
る
。

紙
質
は
や
や
白
み
を
帯
び
た
厚
手
の
上
質
紙
で
、
尾
題
は
、｢

論
語
巻
第
一

経
一
千
四
百
七
十
字
／
注
一
千
五
百
一
十
三
字｣

な
ど
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と
経
注
字
数
を
附
す
。

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵

(110X

・249)

応
永
六
年

(

一
三
九
九)

写

竹
中
重
門
旧
蔵

三
冊

本
冊
は
、
竹
中
半
兵
衛
重
治

(

一
五
四
四
〜
一
五
七
九)

の
嫡
男
、
竹
中
重
門

(

一
五
七
三
〜
一
六
三
一)

の
旧
蔵
と
伝
え
る
。
重
門

は

『

豊
鑑』

の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
学
問
武
士
で
あ
っ
た
。｢

竹
裏
館
文
庫｣

の
印
を
捺
す
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
捺
さ
ず
、
弘

文
荘
の
伝
来
書
き
が
外
木
函
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
慶
應
義
塾
図
書
館
に
は
弘
文
荘
伝
来
の
重
門
旧
蔵
書
が
他
に
も
所
蔵
さ
れ

(

慶
長
刊
、
下
村
生
蔵
版

『
中
庸
章
句』

な
ど)

、
由
来
の
正
し
さ
を
証
し
て
い
る
。
中
世
の
古
い
古
写
本
が
近
世
に
近
づ
く
武
士
の
手
に

よ
っ
て
厚
く
信
奉
さ
れ
る
姿
は
、
古
写
本
流
伝
の
時
代
に
よ
る
変
化
を
示
す
事
実
と
し
て
見
逃
す
事
が
で
き
な
い
。

五
針
眼
の
綴
じ
に
よ
る
縹
色
古
表
紙

(
二
十
三
・
五
×
十
五
・
五
㎝)

は
、
前
記
祥
貞
禅
師
本
に
よ
く
似
る
。
茶
色
の
古
い
題
簽
も
祥

貞
本
に
似
る
が
、
そ
こ
に

｢

六
藝
喉
衿｣

と
墨
書
す
る
の
も
古
い
筆
蹟
で
あ
る
。
こ
れ
は

『

論
語』

を
雅
な
言
い
方
に
改
め
た
も
の
で
、

清
原
博
士
家
が
よ
く
用
い
る
も
の
で
、
こ
こ
に
少
し
く
清
家
本
の
影
響
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
晏
の
序
・
巻
頭
は
、
次
の
如
し
。

論
語
序

叙
曰
漢
中
塁
校
尉
劉
向
言
魯
論
語
二
／

論
語
学
而
第
一

何
晏
集
解

凡
十
六
章

(

章
数
は
小
字
双
行)

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎

馬
融
曰
子
者
男
／(

馬
融
以
下
は
小
字
双
行)

た
だ
し
、
本
文
と
同
筆
と
思
わ
れ
る
筆
蹟
で
、｢

世
論
語
序
有
注
…｣

｢

疏
曰
以
学
為
首
…｣

｢

才
本
別
有
論
語
巻
第
一
五
字
…｣

な
ど
他
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本
と
の
校
合
が
な
さ
れ
、『

義
疏』

を
引
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
諸
本
と
の
交
流
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
る
。｢

疏
曰
以
学
為
首
…｣

は
各
篇

の
章
旨
を
ま
と
め
た
文
で
皇
侃

『

論
語
義
疏』

中
の
も
の
で
、
日
本
の
古
写
本
に
は
よ
く
書
き
入
れ
ら
れ
、
ま
た
、｢

世
論
語
序
有
注
…｣

と
い
う
、
何
晏
の
序
に
注
が
附
さ
れ
る
の
も『

義
疏』

本
の
特
徴
で
あ
る
。｢

才
本
別
有
論
語
巻
第
一
五
字
…｣

と
い
う
、｢

才
本(

摺
本
＝

印
刷
本
の
略)｣
と
の
巻
頭
題
の
違
い
も
、
実
は

『

義
疏』

と
の
違
い
に
酷
似
す
る
。
応
永
年
間
は
室
町
時
代
の
前
期
で
、
こ
の
時
代
に

遡
る

『

論
語
義
疏』
古
写
本
は
確
と
し
た
も
の
が
実
見
で
き
ず
、
受
容
の
実
態
は
な
お
漠
然
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
依
然
と
し
て

正
平
版
系
統
の
テ
キ
ス
ト
を
中
心
と
し
な
が
ら
も

『

義
疏』

系
統
の

『

集
解
本』

が
流
行
す
る
以
前
に
各
テ
キ
ス
ト
間
で
交
流
が
あ
っ
た

事
実
を
物
語
る
本
書
の
価
値
は
極
め
て
甚
大
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

書
式
は
単
辺
有
界
、
毎
半
行
七
行
毎
行
十
四
字
、
匡
郭
内
は
十
七
・
一
×
十
二
・
五
㎝
。
界
の
幅
は
一
・
八
㎝
。
薄
手
の
楮
紙
で
、
柱

に
は

｢

論
語
巻
幾

丁
付｣

と
墨
書
、
尾
題
は
、｢

論
語
巻
第
一
終

経
一
千
四
百
七
十
字
／
注
一
千
五
百
一
十
三
字｣

な
ど
と
経
注
字

数
を
附
す
。
朱
の
ヲ
コ
ト
点
・
墨
の
訓
点

(
返
り
点
・
送
り
が
な
・
縦
点
・
附
訓
・
声
点)

を
附
し
、
朱
熹
の
新
注
や
、『

義
疏』

・
音
注

な
ど
を
墨
筆
で
書
き
入
れ
る
。
書
写
字
様
は
、
謹
直
と
い
う
よ
り
は
軽
快
な
筆
致
で
あ
る
が
、
一
定
の
規
範
性
を
最
後
ま
で
崩
さ
な
い
。

末
尾
の
奥
書
も
本
文
同
筆
で
、｢

于
時
応
永
第
六
仲
冬
日

書
写
之
了｣

と
記
す
。
室
町
時
代
の

『

論
語』

古
写
本
中
、
最
も
古
い
奥

書
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

東
洋
文
庫
所
蔵

(1C
42)

存
巻
一
〜
五

室
町
時
代
中
後
期
写

(
寄
合
書)

永
正
十
二
年

(

一
五
一
五)

校
訂
奥
書
本

一
冊

本
文
と
共
紙
の
表
紙

(

二
五
・
五
×
一
八
・
五
㎝)

で
仮
綴
じ
の
装
訂
に
し
て
あ
り
、
次
の
古
い
書
き
外
題
が
あ
る
。｢

永
正
拾
貳
年
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／
論
語

何
晏
集
解
自
一
至
五

(

こ
の
八
字
小
字
双
行)｣

と
。
末
尾
に
永
正
十
二
年
の
奥
書
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
に
記
さ

れ
る
。
昭
和
六
年
の
大
阪
府
立
図
書
館『

論
語』

展
覧
会
、
ま
た
、
昭
和
初
期
の
大
橋
図
書
館『

論
語』

展
覧
会
に｢

永
正
十
二
年
鈔
本｣

と
し
て
出
品
さ
れ
た
も
の
で
、
爾
来
そ
の
年
号
が
書
写
年
代
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
文
・
後
補
補
筆
・
奥
書
な
ど
の

墨
痕
を
仔
細
に
検
討
す
る
と
、
永
正
の
奥
書
は
本
文
よ
り
後
筆
に
係
る
可
能
性
が
高
く
、
本
文
書
写
は
永
正
よ
り
も
か
な
り
遡
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

何
晏
の
序
は
次
の
如
く
首
に
置
か
れ
、
ま
た
巻
頭
も
他
の
伝
本
と
同
じ
よ
う
に
題
す
る
。

論
語
序

叙
曰
漢
中
塁
校
尉
劉
向
言
魯
論
語
二
十
篇
皆
孔
子
弟
／

論
語
学
而
第
一

何
晏
集
解

凡
十
六
章

(

章
数
は
小
字
双
行)

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎

馬
融
曰
子
者
男
子
之
通
称
謂
孔
子
也
王
粛
曰
時
／(

馬
融
以
下
は
小
字
双
行)

書
式
は
、
単
辺
有
界
の
墨
界

(

二
十
二
・
五
×
十
四
・
九
㎝

界
幅
二
・
二
㎝)

に
毎
半
葉
七
行
毎
行
二
十
字
で
全
書
一
筆
に
て
書
写

す
る
。
料
紙
は
楮
紙
で
、
や
や
茶
色
味
を
帯
び
る
。
ま
た
、
本
文
と
同
時
と
思
わ
れ
る
墨
の
返
り
点
。
送
り
が
な
・
附
訓
を
加
え
、
朱
引

き
・
朱
点
を
も
添
え
る
。
尾
題
は

｢

論
語
巻
第
一｣

の
如
く
記
し

(

但
し
巻
五
は
欠
く)

、
そ
の
下
に
、｢

経
一
千
四
百
七
十
字
／
注
一
千

五
百
一
十
三
字｣

な
ど
と
経
注
字
数
を
記
す
。

巻
五
の
尾
題
か
ら
改
丁
せ
る
紙
葉
末
尾
に
、｢

于
時
永
正
拾
貳
年

乙
亥

南
呂
吉
日｣

と
朱
に
よ
る
奥
書
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
手
は
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或
い
は
本
文
に
加
え
る
朱
点
朱
引
き
と
同
筆
か
と
も
思
わ
れ
、
更
に
、
巻
九
の
首
題

｢

論
語
子
罕
巻
第
九｣

の
下
に
加
え
ら
れ
た

｢

何
晏

集
解

凡
三
十
一
章
／
皇
三
十
章｣

の
文
字
が
朱
に
よ
る
後
筆
と
考
え
ら
れ
、
尚
か
つ
奥
書
と
同
筆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
奥
書
は
本
文
と

は
同
時
期
で
は
な
く
、
本
文
書
写
よ
り
時
代
が
降
っ
て
、
朱
筆
に
よ
っ
て
講
読
校
訂
し
た
際
に
加
え
ら
れ
た
年
号
で
あ
る
と
す
る
の
が
自

然
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
紙
質
墨
痕
を
按
ず
る
に
、
永
正

(

一
五
〇
四
〜
一
五
二
〇)

よ
り
も
古
い
感
触
を
与
え
、
書
写
年
代
は
室
町
時
代

の
中
期
か
ら
後
期
に
遡
り
、
或
い
は
応
仁
の
乱

(

一
四
六
七)

以
前
に
属
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

本
書
の
特
徴
と
意
義
は
、
正
平
版
系
の
類
に
あ
り
な
が
ら
、
本
文
と
同
じ
く
ら
い
の
時
期
に
、
本
文
と
は
別
筆
で
な
さ
れ
た
書
き
入
れ

が
あ
り
、
皇
侃

『

論
語
義
疏』
と
�
�『

論
語
正
義』

の
、
各
篇
の
趣
旨
を
ま
と
め
た
解
説
文
を
抜
き
書
き
し
て
欄
外
等
に
遺
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
雍
也
篇
の
首
に
次
の
よ
う
に
書
き
入
れ
る
。

雍
孔
子
弟
子
也
、
明
其
才
堪
南
面
而
時
不
与
也
、
所
以
次
前
者
、
其
雖
無
横
罪
、
亦
是
不
遇
之
流
、
横
罪
為
切
、
故
公
冶
前
明
、
而
雍

也
為
次
也
。

正
義
曰
此
篇
亦
論
賢
人
、
君
子
及
仁
、
知
、
中
庸
之
徳
、
大
抵
与
前
篇
相
類
、
故
以
次
之
。

と
い
う
具
合
で
、
前
者
が

『

義
疏』

で
、
後
者
が

『

論
語
正
義』

に
相
当
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
代
に

『

論
語
義
疏』

の
影
響
は
色

濃
く
正
平
版
系
テ
キ
ス
ト
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、『
義
疏』

『

正
義』

は
当
年
の『

論
語』

講
読
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
と
同
時
に
、
こ
う
し
た
痕
跡
か
ら
も
、
義
疏
系
の
写
本
が
正
平
版
系
の
写
本
よ
り
も
後
出
で
は
な
か
ろ
う
か
、

と
い
う
想
像
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。

書
写
字
様
は
略
字
が
多
く
、
や
や
粗
に
見
え
る
が
、
一
字
一
字
に
丁
寧
な
力
を
現
し
て
い
る
。｢

雲
邨
文
庫｣

(

和
田
維
四
郎)

の
印
記

あ
り
。
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国
会
図
書
館
蔵

(W
A
16/12)

巻
一
〜
五

室
町
時
代
写

巻
六
〜
十

室
町
末
近
世
初
期

源
昌
勝
入
道
徳
庵
写

賀
茂
三
手
文
庫
旧
蔵

四
冊

四
冊
と
も
同
じ
後
補
の
江
戸
期
、
茶
褐
色
表
紙

(

二
十
六
×
二
十
・
三
㎝)

。
首
に
何
晏
の
序
を
冠
し
、

論
語
序

叙
曰
…

と
始
ま
る
。
ま
た
、
取
り
合
わ
せ
本
の
そ
れ
ぞ
れ
の
首
、
巻
一
と
巻
六
の
巻
頭
は
次
の
よ
う
に
題
す
。

論
語
学
而
第
一

何
晏
集
解

凡
十
六
章
(

章
数
は
小
字)

子
曰
学
而
時
習
不
亦
悦
乎

馬
融
曰
子
者
男
子
之
通
称

(

馬
融
以
下
は
小
字
双
行)

論
語
先
進
第
十
一

何
晏
集
解

凡
二
十
三
章

(
章
数
は
小
字
双
行)

子
曰
先
進
於
礼
楽
野
人
也
後
進
於
礼
楽

書
式
は
単
辺
有
界
に
、
毎
半
葉
九
行
、
毎
行
十
六
字
で
書
す
。
辺
の
大
き
さ
は
二
十
二
・
四
×
十
七
・
六
㎝
。
巻
六
以
降
は
、
無
辺
無
界

で
七
行
十
五
字
、
字
面
の
高
さ
は
約
二
十
一
・
五
㎝
。
尾
題
は
、｢
論
語
巻
第
一｣

な
ど
と
記
し
、
下
に
経
注
字
数
を
双
行
で
附
す
。
こ

れ
は
、
巻
十
ま
で
同
じ
様
式
で
あ
る
。
本
文
へ
の
書
き
入
れ
は
、
巻
五
ま
で
が
墨
の
返
点
・
送
仮
名
・
附
訓
、
朱
の
ヲ
コ
ト
点
、
縦
点
、

朱
引
き
、
巻
六
以
降
が
墨
の
返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・
附
訓
に
朱
の
ヲ
コ
ト
点
と
朱
引
き
を
加
え
て
い
る
。
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文

書
写
者
と
同
一
人
か
ま
た
は
同
時
代
の
人
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
訓
読
は
い
ず
れ
の
写
本
も
、
ほ
ぼ
博
士
家
の
読
み
を
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基
礎
と
し
て
い
て
、
ヲ
コ
ト
点
も
経
伝
に
属
す
る
。

学
而
篇
最
後
章

｢

子
曰
不
患
人
之
不
己
知｣

に
、｢

王
粛
曰｣

の
注
を
一
文
添
え
、
正
平
版

『

論
語』

と
は
異
な
る
一
面
を
持
つ
。『

論

語
義
疏』
の
系
統
を
引
く
も
の
に
存
す
る
注
釈
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
斯
道
文
庫
蔵
永
禄
三
年
本
な
ど
と
共
通
す
る
本
文
系
統
の
要
素
で
あ

る
が
、『

論
語
義
疏』

系
の
テ
キ
ス
ト
が
影
響
し
あ
っ
た
名
残
で
あ
る
。

巻
一
〜
五
の
写
本
は
、
や
や
茶
色
を
帯
び
た
古
色
の
料
紙
で
、
字
も
太
く
落
ち
着
い
た
感
じ
を
抱
く
。
巻
六
以
降
の
写
本
は
、
明
る
い

感
じ
の
料
紙
で
、
柔
軟
な
字
様
を
保
ち
、
室
町
末
期
に
常
見
の
字
画
曲
線
を
有
し
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
部
分
の
写
本
は
、
源

昌
植
の
曾
祖
父
が
書
写
し
た
と
証
さ
れ
て
い
て
、
元
禄
十
五
年

(

一
七
〇
二)

か
ら
辿
る
と
、
仮
に
こ
の
時
源
昌
植
が
四
十
歳
と
し
て
、

四
十
歳
ず
つ
遡
っ
て
い
け
ば
曾
祖
父
が
四
十
歳
の
時
は
天
正
十
年

(

一
五
八
二)

に
あ
た
り
、
室
町
時
代
末
期
頃
の
書
写
に
か
か
る
こ
と

は
間
違
い
が
な
い
。

｢

賀
茂
三
手
文
庫｣

(

陰
刻)

の
印
記
を
捺
す
が
、
何
故
か
み
な
上
下
転
倒
し
て
い
る
。
上
賀
茂
神
社
の
旧
蔵
。
上
賀
茂
社
の
東
手
・
中

手
・
西
手
を
合
わ
せ
て
三
手
と
称
し
、
そ
の
文
庫
は
江
戸
時
代
の
中
期
に
再
興
さ
れ
た
。
明
治
に
は
散
佚
し
た
も
の
が
多
く
、
本
書
は
、

明
治
四
十
二
年
に
帝
国
図
書
館
が
購
入
し
た
。

上
賀
茂
社
へ
の
奉
納
識
語
が
以
下
の
各
所
に
見
ら
れ
る
。

第
一
冊
前
表
紙
見
返
し

論
語
集
解
四
冊
奉
納

上
加
茂
社
文
庫

元
禄
十
五
年
壬
午
八
月
釈
菜
日
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山
城
州
石
清
水
神
職

宇
治
大
路
安
之
進

源
昌
植

巻
二
末

論
語
集
解
四
冊
内
自
学
而
篇
至
里
仁
篇

奉
納

上
加
茂
社
文
庫

元
禄
十
五
年
壬
午
八
月
吉
旦

山
城
州
石
清
水
神
職

宇
治
大
路
安
之
進

源
昌
植

巻
五
末

論
語
集
解
四
冊
内
自
公
冶
長
篇
至
郷
党
篇

奉
納

上
加
茂
社
文
庫

元
禄
十
五
年
壬
午
八
月
吉
旦

山
城
州
石
清
水
神
職

宇
治
大
路
安
之
進

源
昌
植

巻
七
末

論
語
集
解
四
冊
内
自
先
進
篇
至
憲
問
篇

予
曾
祖
父
昌
勝
入
道

徳
庵
真
筆
也

奉
納

上
加
茂
社
文
庫

元
禄
十
五
年
壬
午
八
月
吉
旦

山
城
州
石
清
水
神
職

宇
治
大
路
安
之
進

源
昌
植
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巻
十
末

論
語
集
解
四
冊
内
自
衞
靈
公
篇
至
堯
曰
篇

予
曾
祖
父
昌
勝
入
道

徳
庵
真
筆
也

欲
伝
不
朽
今
茲
奉
納

上
加
茂
社
文
庫

元
禄
十
五
年
壬
午
八
月
吉
旦

山
城
州
石
清
水
神
職

宇
治
大
路
安
之
進

源
昌
植

(

タ
ネ)

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵

(101-20)
天
文
十
五
年
・
十
六
年

(

一
五
四
六
・
四
七)

写

一
冊

新
補
表
紙

(

二
十
六
×
十
七
・
九
㎝)

は
、
も
と
二
冊
で
あ
っ
た
の
を
改
装
し
た
も
の
で
あ
る
。
首
に
、
何
晏
の
序
を
冠
す
。

論
語
序

叙
曰
漢
中
塁
校
尉
劉
向
言
魯
論
語
二
十

本
文
は
序
の
後
に
改
頁
せ
ず
に
一
行
を
空
け
て
続
く
。

論
語
学
而
第
一

何
晏
集
解

凡
十
六
章

(

章
数
は
小
字
双
行)

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎

馬
融
曰
子
者
男
子
之
通
称
謂
孔
子
也
王
粛
／(

馬
融
以
下
は
小
字
双
行)

書
式
は
、
無
辺
無
界
で
毎
半
行
八
行
毎
行
十
七
字
、
注
は
小
字
双
行
で
毎
行
二
十
七
〜
八
字
、
字
面
の
高
さ
は
約
二
十
一
㎝
、
料
紙
は
薄

手
の
楮
紙
を
用
い
、
後
に
全
紙
裏
打
ち
を
加
え
て
い
る
。
本
文
は
全
巻
一
筆
で
、
ま
た
、
書
写
時
と
同
時
同
筆
の
書
き
入
れ

(

返
り
点
・

送
り
が
な
・
縦
点
・
附
訓
・
声
点
・
朱
引
き
・
序
の
み
に
朱
の
ヲ
コ
ト
点)
を
加
え
る
。
後
筆
の
訓
点
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
丁
寧
な

訓
点
課
本
と
な
っ
て
い
る
。
尾
題
は
、
論
語
巻
第
一

経
一
千
四
百
七
十
字
／
注
一
千
五
百
一
十
三
字

な
ど
と
経
注
字
数
を
附
す
。
巻
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十
ま
で
あ
り
。

巻
五
・
十
に
そ
れ
ぞ
れ
本
文
同
筆
に
て
次
の
奥
書
が
あ
る
。

天
文
十
六
年
丁
未
二
月
五
日
書
之
畢

天
文
十
五
年
丙
午
十
二
月
二
十
八
日
書
之
畢

天
文
十
五
年
は
一
五
四
六
年
で
、
室
町
の
後
期
に
あ
た
る
。
字
様
は
墨
痕
濃
密
な
る
も
、
室
町
末
期
の
風
を
既
に
感
じ
さ
せ
る
。
正
平
版

系
の
古
い
異
体
字
と
近
世
初
頭
の
木
活
字
体
の
風
格
が
混
在
し
て
い
る
。

正
平
版
と
の
関
係
は
、
文
字
の
異
同
の
点
で
は
、
初
刻
本
・
双
跋
本
・
単
跋
本
い
ず
れ
の
要
素
も
窺
い
知
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
時

期
の
テ
キ
ス
ト
成
立
の
緩
や
か
な
受
容
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

日
光
山
輪
王
寺
蔵

(85-2-1467)

存
巻
七
〜
十

文
亀
二
年

(
一
五
〇
二)

写

天
海
蔵

一
冊

天
海

(

一
五
三
六
？
〜
一
六
四
三)

は
天
台
僧
で
、
慈
眼
大
師
。
徳
川
家
康
・
秀
忠
・
家
光
三
代
に
仕
え
、
寛
永
寺
を
創
建
、
寛
永
十

四
年

(

一
六
三
七)

木
活
字
一
切
経

(

天
海
版)

を
印
行
し
た
。
早
く
、
永
禄
三
年

(

一
五
六
〇)

か
ら
四
年
間
、
足
利
学
校
で
学
ん
だ

と
さ
れ

(

川
瀬
一
馬

『

増
補
新
訂
足
利
学
校
の
研
究』

昭
和
四
十
九
年
講
談
社)

、
そ
の
際
に
蒐
集
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

縹
色
古
表
紙

(

二
十
二
×
十
五
・
五
㎝)

に
、｢

四
十
六
／
天
海
蔵
／
論
語

従
七
至
十｣

と
墨
書
す
る
。
表
紙
見
返
し
に
も

｢

天
海

蔵｣

と
墨
書
す
る
。
い
ず
れ
も
同
筆
に
見
え
る
。

本
文
の
首
は
次
の
よ
う
に
題
す
る
。
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論
語
巻
第
七

論
語
子
路
第
十
三

何
晏
集
解

凡
三
十
章

(

凡
以
下
は
小
字
双
行)

子
路
問
政
子
曰
先
之
労
之

孔
安
国
曰
先
導
之
以
徳

(

孔
以
下
は
小
字
双
行)

こ
の
題
の
様
式
は
、『

論
語
義
疏』

の
影
響
を
受
け
た

｢

辛
類｣

に
似
て
い
る
も
の
で
、
本
文
に

『

義
疏』

の
竄
入
は
な
い
も
の
の
、『

義

疏』

系
の
テ
キ
ス
ト
と
の
往
来
が
見
て
取
れ
る
。
書
式
は
、
単
辺
有
界
毎
半
葉
八
行
の
墨
界
に
毎
行
十
四
字
に
記
し
、
界
の
大
き
さ
は
縦

十
七
・
一
㎝
、
横
十
二
・
三
㎝
、
毎
界
の
幅
は
一
・
五
㎝
。
料
紙
は
楮
紙
で
、
本
文
は
一
筆
、
更
に
本
文
と
同
時
同
筆
の
墨
に
よ
る
返
り

点
・
送
り
が
な
・
縦
点
・
附
訓
を
加
え
、
ま
た
、
朱
筆
に
よ
る
ヲ
コ
ト
点
・
朱
引
き
を
も
加
え
る
。
本
文
の
書
写
字
様
は
略
字
が
多
く
、

や
や
拙
に
見
え
る
が
筆
画
に
は
由
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
・
訓
法
に
は
既
に
諸
本
校
訂
混
在
す
る
も
の
が
あ
り
、
何
と
特
徴
づ

け
る
も
の
が
な
い
が
、
京
都
や
足
利
な
ど
の
学
問
を
柔
軟
に
伝
承
し
た
学
僧
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
巻
末
に
は
、｢

論
語
巻
第
七｣

な
ど
と
尾
題
を
記
し
、
そ
の
下
に

｢

経
二
千
三
百
九
十
四
字
／
注
二
千
五
百
五
十
六
字｣

な
ど
と
経
注
字
数
を
附
し
て
い
る
。

巻
十
の
末
に
は
、｢

于
時
文
亀
二
年
四
月
五
日
書
之
終｣

と
本
文
同
筆
の
書
写
奥
書
を
添
え
る
。
文
亀
二
年
は
、
写
本
の
年
代
か
ら
考

察
す
る
と
、
室
町
時
代
の
中
期
の
末
に
当
た
る
時
で
、
そ
れ
は
、
博
士
家
の
清
原
宣
賢

(

一
四
七
五
〜
一
五
五
〇)

が
活
躍
し
、
定
本
を

定
め
る
永
正
年
間
よ
り
や
や
前
に
属
し
、
正
平
版
が
覆
刻
さ
れ
た
明
応
年
間
に
や
や
遅
れ
る
頃
で
あ
る
。
正
平
版
を
中
心
と
し
た
古
い
テ

キ
ス
ト
を
中
心
に
、
爛
熟
し
た
写
本
の
伝
播
が
も
う
至
る
べ
き
処
に
達
し
て
い
た
感
を
抱
か
せ
る
。

某
家
蔵

巻
三
・
四
・
九
・
十

近
世
初
期
写

二
冊

原
本
の
所
在
は
未
確
認
で
あ
る
が
、
斯
道
文
庫
に
所
蔵
す
る
写
真
に
よ
っ
て
、
そ
の
姿
が
想
像
さ
れ
る
。
仮
綴
じ
で
、
公
冶
長
第
五
第
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十
一
章

｢

剛

孔
安
国
曰
慾
／
多
情
慾
之
也

(

孔
以
下
は
小
字)｣

か
ら
泰
伯
第
八
第
十
四
章

｢

子
曰
不
在
其
位
不
謀｣

ま
で
、
陽
貨
第

十
八
第
三
章

｢

莞
爾
而
笑｣

か
ら
堯
曰
第
二
十
尾
ま
で
を
存
し
、

論
語
雍
也
第
六

何
晏
集
解

凡
三
十
章

子
曰
雍
也
可
使
南
面
也

苞
氏
曰
可
使
南
／
面
者
言
任
諸
侯

(

苞
氏
以
下
は
小
字
双
行)

な
ど
と
題
す
。
ま
た
、
尾
題
は

｢

論
語
巻
第
三｣

な
ど
と
記
し
、
下
に
経
注
字
数
を
双
行
で
附
す
。
書
式
は
単
辺
有
界
で
、
辺
の
大
き
さ

は
二
十
・
五
×
十
六
・
三
㎝
。
毎
半
葉
七
行
十
五
字
。
本
文
は
一
筆
で
、
訓
点

(

返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・
附
訓)

も
同
筆
に
見
え
る
。

朱
点
も
あ
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
付
箋
に
本
文
同
筆
に
て

『

論
語
義
疏』

の
各
章
の
総
括
文
を
抽
出
し
て
書
写
し
て
貼
付
す
る
。
室
町
時
代

後
期
に
は

『

論
語
義
疏』

の
流
布
影
響
が
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
一
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
文
は
、
忠
実
で
は
な
い
が
、
正
平
版

系
の
テ
キ
ス
ト
を
受
け
継
い
で
い
る
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
全
体
と
し
て
字
様
は
粗
で
あ
る
が
、
講
読
修
習
に
熟
し
た
筆
勢
を
感
じ
さ
せ

る
。

お
茶
の
水
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
蔵

(1140089)
存
巻
六
〜
十

室
町
末
近
世
初
期
写

(

寄
合
書)

一
冊

薄
茶
色
、
江
戸
時
代
前
期
頃
の
改
装
表
紙

(

二
十
七
・
二
×
十
八
・
八
㎝)

に

｢

論
語｣

｢

冬｣

と
墨
書
。
巻
頭
は
、

論
語
先
進
第
十
一

何
晏
集
解

鄭
二
十
三
章
／
皇
二
十
四
章

(

鄭
以
下
は
小
字)

子
曰
先
進
於
礼
楽
野
人
也
後
進
於
礼

と
題
す
。
書
式
は
毎
半
葉
七
行
、
毎
行
十
四
字
、
界
の
幅
は
二
・
五
㎝
で
、
巻
六
、
巻
七
、
巻
八
、
巻
九
〜
十
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
筆
蹟
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で
四
手
か
ら
な
る
寄
合
書
き
で
あ
る
。
書
き
入
れ
は
墨
の
返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・
附
訓
に
朱
の
ヲ
コ
ト
点
が
加
え
ら
れ
る
。
訓
法
は
清

家
点
に
忠
実
で
あ
る
。
本
文
と
同
時
頃
と
思
わ
れ
る
。
尾
題
は
、｢

論
語
巻
第
六｣

の
よ
う
に
題
し
、
下
に

｢

経
二
千
六
十
二
字
／
註
一

千
九
百
四
十
六
字｣

と
字
数
を
附
す
。

｢

天
祐｣

(
陰
刻)

｢

宗
挙｣

の
印
記
を
捺
す
。
ま
た
、｢

蘇
／
峰｣
(

陰
刻)

の
印
記
あ
り
、
徳
富
蘇
峰
の
旧
蔵
。

お
茶
の
水
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
蔵

(1140082)

存
巻
七
〜
十

室
町
時
代
末
期
写

二
冊

後
補
薄
朱
色
古
表
紙
を
附
す
。
縦
二
十
七
・
二
×
横
十
八
・
三
㎝
。｢

魯
論

五
之
十｣

な
ど
と
墨
書
。
本
文
巻
頭
は
次
の
よ
う
に
題

す
。論

語
巻
第
九

陽
貨
第
十
七

何
晏
集
解

凡
二
十
四
章

(

凡
以
下
は
小
字
双
行)

陽
貨
欲
見
孔
子
々
々
不
見

孔
安
国
曰
陽
貨
陽
虎

(
孔
安
国
以
下
は
小
字
双
行)

尾
題
は
、｢

論
語
巻
第
七｣

な
ど
と
あ
り
、｢

経
二
千
三
百
九
十
四
／
注
二
千
五
百
五
十
六｣

な
ど
と
経
注
字
数
を
添
え
る
。
書
式
は
、
厚

手
の
楮
紙
に
、
無
辺
無
界
、
毎
半
葉
七
行
、
毎
行
十
四
字
、
字
面
高
さ
約
二
十
二
㎝
で
書
す
。
本
文
同
筆
の
訓
点

(

返
点
・
送
仮
名
・
縦

点
・
附
訓)

を
墨
に
て
、
ま
た
朱
点
朱
引
き
を
も
加
え
る
。
ま
た
、
後
筆
の
書
入
れ
に
、｢

朱
註
…｣

と
朱
熹
の
新
注
を
参
照
し
て
い
る

の
が
見
え
る
。
訓
は
概
ね
清
家
点
と
思
わ
れ
る
。
巻
十
の
末
に

｢

建
長
七
年
乙
卯
仲
春
十
二
月

書
写
畢｣

と
本
文
別
筆
に
て
奥
書
を
加

え
る
が
、
こ
れ
は
後
人
の
技
で
、
本
文
書
写
と
は
関
係
が
な
い
。
建
長
七
年
は
一
二
五
五
年
で
鎌
倉
時
代
の
前
中
期
に
当
た
る
。
写
本
と

し
て
は
古
い
時
代
に
相
当
し
、
本
書
の
書
写
年
代
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
本
奥
書
と
し
て
も
、
建
長
の
テ
キ
ス
ト
は
存
在
が
知
ら
れ
て
は
い
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な
い
。

｢
横
地
氏
／
珍
蔵
記｣

｢

靄
隅
文
庫｣

な
ど
の
印
記
あ
り
。｢

蘇
峰
／
学
人｣

印
あ
り
、
徳
富
蘇
峰
の
旧
蔵
。

龍
門
文
庫
蔵

(230

二
の
七)

室
町
時
代
中
後
期
写

四
冊

全
体
と
し
て
古
い
写
本
の
風
格
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
縹
色
の
表
紙(

二
十
四
・
六
×
二
十
・
五
㎝)

は
室
町
時
代
末
期
の
古
表
紙
で
、

｢

喉
襟

春
〜
冬｣

と
外
題
墨
書
す
る
の
も
或
い
は
室
町
時
代
の
末
期
に
係
る
か
。
何
晏
の
序
は
、

論
語
序

叙
曰
漢
中
塁
校
尉
劉
向
言
魯
論
語

と
題
す
。｢

論
語｣

に
は

｢

リ
ン
ギ
ョ｣
と
仮
名
を
振
る
。
引
き
続
き
改
頁
せ
ず
に
、
本
文
が
始
ま
る
。

論
語
学
而
第
一

凡
十
六
章

何
晏
集
解

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎

馬
融
曰
子

(

馬
融
以
下
は
小
字
双
行)

と
、
学
而
篇
は
題
す
る
。｢

凡
十
六
章｣

の
章
数
が
、｢
何
晏
集
解｣

の
上
に
来
る
の
は
清
家
本
の
様
式
で
あ
る
が
、
為
政
篇
以
降
は
皆
、

章
数
が

｢

何
晏
集
解｣

の
下
に
来
て
い
る
。
尾
題
は

｢

論
語
巻
第
一｣

以
下
巻
第
十
ま
で
あ
り
、
下
に
経
注
字
数
を
双
行
で
附
す
る
。
書

式
は
、
単
辺
有
界
の
墨
界
に
、
毎
半
葉
七
行
、
毎
行
十
三
字
で
書
す
。
辺
の
大
き
さ
は
、
縦
十
九
・
二
×
横
十
八
㎝
。
界
の
幅
は
二
・
五

㎝
。
複
数
の
書
写
者
に
よ
る
寄
り
合
い
と
思
わ
れ
、
墨
の
訓
点

(

返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・
附
訓)

を
附
し
、
こ
れ
は
本
文
と
同
時
の
手

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
朱
筆
で
、
墨
の
訓
点
を
な
ぞ
る
の
は
、
後
筆
の
も
の
か
。
料
紙
は
厚
手
の
楮
紙
を
用
い
る
が
、
全
体
と
し
て
明
る

い
感
じ
の
紙
色
で
、
室
町
時
代
中
期
頃
の
正
平
版
の
紙
質
に
似
て
い
る
。
墨
質
濃
厚
で
異
体
字
が
多
く
、
そ
の
様
相
な
ど
、
正
平
版

『

論
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語』

の
風
格
を
持
し
、
訓
は
、
述
而
篇
の

｢

述
べ
て
作
せ
ず｣

｢

執
鞭
の
士
と
い
ふ
と
も
吾
れ
亦
た
之
を
せ
ん｣

｢

威
あ
っ
て
猛
か
ら
ず
、

恭
し
ふ
し
て
安
し｣

等
の
例
を
見
て
も
、
清
家
本
の
読
み
と
青
蓮
院
本
な
ど
の
寺
院
系
の
読
み
を
混
在
し
て
い
る
状
況
を
見
て
取
れ
よ
う
。

冊
一
の
末
に

｢

従
四
位
下
清
原
宣
光｣

と
墨
書
す
る
。
所
持
署
名
で
あ
る
。
宣
光
は
清
原
氏
舟
橋
家
庶
流
の
伏
原
家
の
明
経
博
士
で
一

七
五
〇

(

寛
延
三)

〜
一
八
一
八

(

文
政
十
一)

。
古
く
博
士
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
宣
光
は
本
書
を
講
義
に
用
い
た

ら
し
く
、
書
入
れ
が
少
々
見
え
る
。
清
家
も
近
世
を
降
る
と
、
家
伝
の
テ
キ
ス
ト
に
付
加
さ
れ
る
秘
伝
性
に
厳
格
さ
が
薄
れ
た
た
め
、
寺

院
系
の
要
素
を
持
つ
こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
も
受
容
の
範
疇
に
含
ま
れ
て
い
た
。
他
に
、｢

豪
仙
之｣

｢

長
満
丸｣

な
ど
の
墨
書
署
名
が
見
え

る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

五
、
結
語

以
上
、
正
平
版

『

論
語』

よ
り
派
生
し
た
古
鈔
本
を
、
戊
類
・
己
類
に
分
類
し
て
そ
の
伝
本
を
検
討
し
た
。
室
町
時
代
中
期
、
夥
し
く

書
写
講
読
さ
れ
た

『

論
語』

と
り
わ
け

『

論
語
集
解』

が
、
正
平
版
と
い
う
、
禁
裏
か
ら
開
放
さ
れ
た
公

(

お
お
や
け)

の
刊
本
の
恩
恵

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
従
来
、
伝
本
実
査
を
も
と
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
派
生
し
た
古
鈔
本
の
実
態

は
と
い
え
ば
、『

論
語
義
疏』

系
の
テ
キ
ス
ト
と
の
交
流
往
来
を
経
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
文
字
校
勘
の
結
果
、
明
か
な
と
こ
ろ
で
あ

る
。
更
に
は
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
を
も
っ
て
読
習
に
励
ん
だ
学
徒
の
流
行
は
、
こ
の
頃
、
依
然
、
清
原
博
士
家
の
訓
法
に
な
び
く
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
も
当
年
の
特
徴
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
次
第
に
、
自
由
闊
達
な
学
問
を
是
と
す
る
緇
流
の
台
頭
は
、
こ
う
し
た
中
期
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の
成
果
を

『

論
語』

古
鈔
本
の
活
性
化
へ
と
導
き
、
己
類
に
見
る
変
化
に
富
ん
だ
テ
キ
ス
ト
の
発
生
を
促
し
た
。
顧
み
れ
ば
、
軸
装
巻
子

本
を
中
心
と
す
る
秘
説
の
訓
詁
学
が
、
最
高
の
経
典
解
釈
に
達
し
た
南
北
朝
以
前
の
王
朝
風
の
豪
華
な
学
問
を
支
え
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

室
町
時
代
は
最
早
、
そ
の
高
く
築
か
れ
た
そ
び
え
立
つ
塔
壁
を
、
打
ち
壊
す
こ
と
な
く
徐
々
に
解
体
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
清
原
宣
賢

の
新
し
い
博
士
家
儒
学
が
や
っ
て
く
る
頃
に
は
、
既
に
、
緇
流
の
間
で
は
相
当
に
独
自
の

『

論
語』

講
読
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
以

上
の
調
査
で
認
識
で
き
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
清
家
も
宋
学
の
新
た
な
導
入
な
く
し
て
、
経
典
解
釈
の
主
導
権
を
握
る
こ
と
が
か
な
わ
ぬ
情

勢
と
な
っ
た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
室
町
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、『

論
語』

講
読
の
展
開
は
か
か
る
鈔
本
を
柱
と
し
て
、
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
、
日
本
に
於
け
る
儒
学
の
動
向
に
つ
い
え
ぬ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
力
は
、『

論
語

義
疏』

を
加
味
し
た
新
た
な
る
古
鈔
本
の
潮
流
を
生
み
、
更
な
る
発
展
を
遂
げ
て
、
錯
綜
し
て
講
読
の
裾
野
を
広
げ
て
行
く
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

― 179 ―


